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はじめに 

SIMPLIA/PF-EXSPEC(SIMple development and maintenance support Program 
LIbraries for Application system/ Program design Facility of EXtended program 
SPECification output tool 以下EXSPECと呼ぶ）は、YPS仕様書、取り込まれているコ
ピー句、YPSインクルード仕様書の解析情報及びコメント記述からの情報をもとに、モ
ジュール設計書及び設計支援ドキュメントを出力するツールです。 

　

登録商標について

本オンラインマニュアルで使われている登録商標及び商標は、以下のとおりです。  
Microsoft、Windows、またはその他のマイクロソフト製品の名称および製品名は、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

　

略記について

本オンラインマニュアルでは、各製品を次のように略記しています。 

「Windows(R) 8」または、 
「Windows(R) 8 Pro」、 
「Windows(R) 8 Enterprise」、 

→ 「Windows 8」

「Windows(R) 7 Home Premium」または、 
「Windows(R) 7 Professional」、 
「Windows(R) 7 Enterprise」、 
「Windows(R) 7 Ultimate」 

→ 「Windows 7」



「Windows Vista(R) Home Basic」または、 
「Windows Vista(R) Home Premium」、 
「Windows Vista(R) Business」、 
「Windows Vista(R) Enterprise」、 
「Windows Vista(R) Ultimate」 

→ 「Windows Vista」

「Microsoft(R) Windows(R) XP Home Edition 
operating system」または、 
「Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
operating system」 

→ 「Windows XP」

「Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 
Datacenter」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 
Standard」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 
Essentials」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 
Foundation」 

→ 「Windows Server 2012」

「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Foundation」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Standard」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Datacenter」 

→
「Windows Server 2008」または、 
「Windows Server 2008 R2」 

「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Foundation」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Standard」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 
without Hyper-V(TM)」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise without Hyper-V(TM)」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Datacenter」、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Datacenter without Hyper-V(TM)」 

→ 「Windows Server 2008」

「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition」 

→
「Windows Server 2003」または、 
「Windows Server 2003 R2」 



「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard Edition」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition」 

→ 「Windows Server 2003」

「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise x64 Edition」 

→
「Windows Server 2003 x64 
Edition」

「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition」または、 
「Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition」、 

→

「Windows Server 2003 x64 
Edition」または、 
「Windows Server 2003 R2 x64 
Edition」 

上記の製品すべてを指す場合 → 「Windows」 
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背景と目的

背 景 

従来、モジュールのロジック、構造をドキュメント出力するツールは存在しましたが、それ
だけではモジュール設計書としては不十分でした。YPS仕様書、コピー句、YPSインクルード
仕様書から情報を抽出し、モジュール設計書としてのドキュメント作成を支援するため、当
ツールを開発しました。 

開発目的 

EXSPECは、YPS仕様書から各種ドキュメントを出力することにより、次の効果をねらってい
ます。 

－ドキュメント作成及び修正作業の省力化 

－ドキュメントの標準化 

－YPS 仕様書から情報を抽出することによって、ドキュメントと既存ソフトウェアプログラ
ムが一致し、ドキュメントの品質が向上 

－保守情報の正確な伝達 

－ドキュメントのファイル化 



特長

EXSPECは、以下の特長により、効果的な開発・保守サポートを実現しています。 

１．ドキュメントの自動出力 

EXSPECは、YPS仕様書を読み、以下のドキュメントを自動出力します。このため、従来のよ
うにドキュメント作成作業に特別な工数を必要とせず、また、ドキュメントの標準化を図る
ことができます。 

－モジュール設計書表紙 指定されたYPS仕様書からシステム名、サブシステム名、
ジョブ名、プログラム名をコメント情報より抽出することに
より、モジュール設計書の表紙を作成します。

－変更履歴一覧表 指定されたYPS仕様書からコメントとして記述されている変
更履歴情報より、版数変更日付、変更者、変更内容を一覧形
式にした設計書を作成します。

－モジュール概要・モ
ジュール概要(補助シート)

指定されたYPS仕様書から環境部で定義されている外部媒体
の関係をブロックダイヤグラムによりビジュアル化し、ま
た、データ部・手続き部で定義されているファイル情報、画
面帳票情報、サブルーチン情報、コピー句・YPSインクルー
ド仕様書情報などから内部及び外部のインタフェース項目を
一覧形式にした設計書を作成します。

－セクション構造図 指定されたYPS仕様書からユーザが定義した節（セクション)
のモジュール上の呼出し関係を図形化した構造図を作成しま
す。

－呼出し条件一覧 指定されたYPS仕様書からユーザが定義した節（セクション)
の呼出条件を一覧形式にした設計書を作成します。

－セクション機能概要 指定されたYPS仕様書からユーザが定義した節（セクション)
内に記述されている段階的詳細処理及び、要約図記号内のコ
メントなどから設計書を作成します。

－YPS仕様書 指定されたYPS仕様書の内容をYAC形式で作成します。

２．資源の一元管理 

YPS仕様書をドキュメントで一元管理することができます。 



機能体系

ＥＸＳＰＥＣの機能体系を以下に示します。 

 



帳票表示機能

作成された帳票は、プリンタに印刷せずに画面上に表示することができます。 

表示された帳票は、容易に大きさを変更することができ、また、見たい帳票のページを指定
することもできます。 

 



帳票印刷機能

作成された帳票を、あらかじめ指定されたプリンタに印刷することができます。印刷時に帳
票の部数と帳票が複数ページある場合は、その印刷開始ページと終了ページを指定すること
ができます。また、帳票表示機能を使って、印刷したい帳票を確認した後でも、その帳票を
印刷することができます。 

EXSPECは、全帳票をA4サイズで印刷するので、コンパクトにドキュメントを保管できま
す。 



 



保管帳票機能

作成された帳票は、ファイルに格納することができます。格納された帳票は、再度、YPS開
発資源から定義情報を抽出せずに帳票表示機能及び帳票印刷機能を使って内容を確認するこ
とができます。ただし、YPS仕様書については保管帳票機能を使用できません。また、コマ
ンドラインで使用した場合は、全ての帳票について保管帳票機能は使用できません。 

保管された帳票のファイル（以下、保管帳票ファイル）は、動作環境で指定されたフォルダ
上に利用者が指定したファイル名に拡張子「KFF」を付加して格納されます。 また、保管帳
票ファイルが格納されるフォルダには、ドキュメント情報を格納する「__meta」フォルダ
が、隠しフォルダとして作成されます。 
帳票データは、保管帳票ファイルと「__meta」フォルダに保存されます。 



YPS WorkBench連携機能

EXSPECは、ＹＰＳのプログラム開発にまつわる環境の統合化と管理を実現した開発支援ツー
ル「YPS WorkBench」（以下、ＹＰＳ ＷＢ）より起動することができます。 

YPSWorkBenchからPF-EXSPECを起動する方法は、EXSPECの起動・終了を参照してください。 

 



運用方法

EXSPECの運用方法を示します。 



システム構成

 



コメントキーワード

EXSPECは、YPS仕様書、取り込まれているコピー句、YPSインクルード仕様書の 

解析情報、YPS仕様書上に記述されたコメントから抽出された情報を基に 

ドキュメントを出力します。 

※知りたいキーワード部分をクリックしてください。 



 



前提条件

情報定義コメント一覧  予約語  キーワード  制限事項 

情報定義コメント一覧

　

記述するコメントには、以下のような情報定義があります。 

　

情報定義コメント 概要説明 

モジュール属性記述 見出しとなる情報を記述します。

著作権表示 著作権を記述します。

モジュール概要定義 システム名、サブシステム名等の管理用記述及び当該モジュール
の機能説明等を記述します。

履歴情報定義 モジュールの変更履歴を記述します。

ファイル情報定義 ファイルの情報を記述します。

セクション機能概要定
義

セクション機能概要定義節の動作内容を記述します。

サブルーチン定義 サブルーチンの名称を記述します。

外部画面情報定義 外部画面の情報を記述します。

外部ファイル情報定義 外部ファイルの情報を記述します。

ＲＤＢ２情報定義 ＲＤＢ２のスキーマ名及び表名等を記述します。

　

予約語

各情報定義コメントの予約語を示します。

情報定義コメント 情報定義コメントに従属する予約語

モジュール属性記述 なし

著作権表示 なし

モジュール概要定義 モジュール概要定義、モジュール属性定義

履歴情報定義 履歴情報定義



ファイル情報定義 ファイル情報定義

セクション機能概要定義 セクション機能概要

サブルーチン定義 サブルーチン定義 (省略可)

外部画面情報定義 なし

外部ファイル情報定義 ファイル情報定義

ＲＤＢ２情報定義
ＲＤＢ２情報記述開始及びＲＤＢ２情報定義及びＲＤＢ２情報
記述終了

 

－予約語は各情報定義コメントの先頭に記述しなければなりません。 

－予約語を記述している行には、予約語以外の情報を記述できません。（記述されていても
無視されます。） 

－１行に１つの予約語しか記述できません。（２個以上記述された場合の動作は保証しませ
ん。） 

－予約語は全て全角で記述しなければなりません。 

　

キーワード

各情報定義コメントのキーワードを示します。 

情報定義コメント 情報定義コメントに従属するキーワード

モジュール属性記述 なし

著作権表示 COPYRIGHT

モジュール概要定義 システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、シス
テムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ、機能概要、動作形
態、処理サイクル

履歴情報定義 変更履歴、変更内容、修正履歴、修正内容

ファイル情報定義 媒体、形式、レコード長、ブロック長、編成、区分、ＩＤ、日
本語名称

セクション機能概要定義 なし

サブルーチン定義 サブルーチン名

外部画面情報定義 画面名、画面ＩＤ



外部ファイル情報定義 媒体、形式、レコード長、ブロック長、編成、区分、ＩＤ、日
本語名称、ファイル名、アクセス名、アクセスモード、入出力
区分

ＲＤＢ２情報定義 区分、スキーマ名、表名

 

－キーワードに対する文字列は、最初に現れた空白以外の文字から後述指定項目の一覧の文
字数分をそのキーワードに対するデータとみなします。（データには空白が存在してもよ
い） 

－キーワードはそれに対して記述する情報を記述しない場合、省略可能とし、予約語は、そ
の配下のキーワードがすべてない場合に限り省略可能です。 

－キーワードの記述順位は、各情報定義内で自由です。 

－情報記述は、次に有効行、または予約語が現れたところで、終わりとみなします。 

－１行には１つのキーワードしか記述できません。 

－キーワードは全角で記述してください。ただし、著作権表示のキーワー
ド‘COPYRIGHT’は半角での記述が可能です。 

制限事項

予約語及びキーワードと同じ文字列が記述された場合の制限事項を示します。 

文字列 制限事項

モジュール概要定義 情報定義コメント（モジュール概要定義・履歴情報定義）内に
左記文字列が記述された場合、出力結果は保証しません。

モジュール属性定義 同上

履歴情報定義 同上

ファイル情報定義 ファイル形式宣言内、または手続き部内のコメントとして左記
文字列が記述された場合、出力結果は保証しません。

セクション機能概要 セクション開始記号の直後にコメントとして左記文字列が記述
された場合、出力結果は保証しません。

ＲＤＢ２情報記述開始 データ部内のコメントとして左記文字列が記述された場合、出
力結果は保証しません。

ＲＤＢ２情報定義 同上

ＲＤＢ２情報記述終了 同上



ファイル名 ファイル形式宣言内、または手続き部内のコメントとして左記
文字列が記述された場合、出力結果は保証しません。

アクセス名 同上

アクセスモード 同上

入出力区分 同上

サブルーチン名 手続き部内のコメントとして左記文字列が記述された場合、出
力結果は保証しません。

画面名 同上

画面ＩＤ 同上

　



モジュール属性記述

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－モジュール属性記述は、YPS 仕様書内の１行目、または２行目に記述しなければなりませ
ん。ただし２行目に記述する場合の１行目は空白行であること。 

－モジュール属性記述は、モジュール本体開始図記号‘始’より前の行に記述しなければな
りません。 

　

　

　

記述形式

　

　　　　　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 

［モジュール名］、［機能概要］、［バージョンレベル］、担当者名、作成日付　 

［　］：省略可能 



［規則の説明］ 

－モジュール属性記述は継続行を許さず、１行の中に記述しなければなりません。 

－モジュール属性記述行の認識は、全角の‘，’、‘、’、または半角の‘，’、‘、’が
当該行に４文字存在し、かつ前述の記述位置条件に合致したときです。なお、全角と半角
の‘，’、‘、’の混在も許します。 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法 

モジュール名 ＥＸＳＰＥＣでは無視します。

機能概要 ＥＸＳＰＥＣでは無視します。

バージョンレベル ＥＸＳＰＥＣでは無視します。

担当者名
６文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も
１文字と見なします。

作成日付 １０文字でかつ、次の形式で記述します。

ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ   ｙｙｙｙ．ｍｍ．ｄｄ

ｙｙｙｙ  西暦  （全角または半角文字） 

ｍｍ 月 （全角または半角文字）

ｄｄ 日 （全角または半角文字）

－ 区切り文字 （全角または半角文字）

． 区切り文字 （全角または半角文字）

　

　

　

記述例

 

モジュール属性記述行の記述例 

　

注意事項



　

モジュール属性記述を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。

－モジュール属性記述行を省略しないこと。 

－モジュール属性記述行を複数記述しないこと。 

－担当者、作成日付を省略しないこと。 

－項目間の区切りを‘，’、‘、’以外の文字を使用して記述しないこと。 

－作成日付に数字以外のものが記述された場合、変更日付欄には空白が出力されます。 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール設計書表紙 担当、変更日付、変更者

変更履歴一覧表 担当、変更日付、変更者

モジュール概要 担当、変更日付、変更者

モジュール概要（補助シート１
及び２）

担当

セクション構造図 担当、変更日付、変更者

呼出条件一覧 担当、変更日付、変更者

セクション機能概要 担当、変更日付、変更者

ＹＰＳ仕様書 担当

　



著作権表示

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－著作権表示は、モジュール属性記述より後の行に記述しなければなりません。 

－著作権表示は、モジュール本体開始図記号‘始’より前の行に記述しなければなりませ
ん。 

－著作権表示は、セクション構造図を出力する場合には、必ず２行目に記述しておかなけれ
ばなりません。 

記述形式

記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　［◆［文字列－１］□COPYRIGHT□［(C)］権利保有者名］　　　　　　　　　　 

□：空白 ［　］：省略可能 

［規則の説明］ 

－著作権表示は継続を許さず、１行の中に記述しなければなりません。 

－著作権表示が複数行存在した場合、最後に記述された著作権表示行が有効となります。 



－著作権表示行の認識は、YPS 記号‘◆’が現れた行です。 

－著作権表示行は、省略が可能です。 

－項目間の区切り文字‘空白’は、省略が可能です。 

－(C)を記述しても、省略しても、出力帳票のフッタには以下のように出力されます。 

　　　ALL Rights Reserved,Copyright (C)著作権保有者名 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法

◆ YPS記号で記述します。

文字列－１ ＥＸＳＰＥＣでは無視します。

COPYRIGHT
左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただし全角文字と
半角文字の混在は許しません。

(C)
左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただし全角文字と
半角文字の混在は許しません。また、外字の(C)も許しません。

権利保有者名
全角32文字、半角64文字以内で記述します。ただし、空白も１文字
と見なします。

　

記述例

 

著作権表示行の記述例 

　

注意事項



　

著作権表示を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－COPYRIGHTが省略された場合の著作権表示行は、無視されます。 

－権利保有者名が省略された場合の著作権表示行は、無視されます。 

－権利保有者名が許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視さ
れます。 

－著作権表示行にCOPYRIGHTを複数記述しないこと。 

－文字列－１、及び権利保有者名欄に‘COPYRIGHT’の文字列が存在しないこと。 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール設計書表紙 著作権表示

変更履歴一覧表 著作権表示

モジュール概要 著作権表示

モジュール概要（補助シート
１及び２）

著作権表示

セクション構造図 著作権表示

呼出条件一覧 著作権表示

セクション機能概要 著作権表示

ＹＰＳ仕様書 著作権表示

  



モジュール概要定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－モジュール概要定義は、モジュール属性記述行の後のモジュール概要記述部の先頭に記述します。 

－モジュール概要定義は、モジュール本体開始図記号‘始’より前の行に記述しなければなりません。 

　

記述形式

　

　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

［］：省略可能 ｛｝：選択 

［規則の説明］ 

－機能概要行（文字列－８）以外の行は継続を許さず、１行の中に記述しなければなりません。 

－モジュール概要定義、及びそれに従属するキーワード（システム名等）はプログラム内で１つだけしか記述できません。 

－モジュール概要定義を記述する場合、予約語‘モジュール概要定義’または‘モジュール属性定義’は省略できません。 



－キーワード（システム名等）の記述順序は、予約語‘モジュール概要定義’の後であれば順序は問いません。 

－キーワード（システム名等）の囲み線は、予約語‘モジュール概要定義’の後であれば何処にあっても良く、また省略しても構いません。 

－項目間の区切り文字‘空白’は、省略が可能です。 

－モジュール概要定義の有効範囲は、予約語‘モジュール概要定義’、または‘モジュール属性定義’が現れてから次の予約語又は、有効行
が現れるまでです。 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法 

モジュール概要定義 
モジュール属性定義

左記の通りどちらか一方の予約語を全角文字で記述します。

システム名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１ 15文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

サブシステム名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－２ 15文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

ジョブ名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－３ 15文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

プログラム名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－４ 15文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

システムＩＤ 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－５ ８文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

サブシステムＩＤ 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－６ ８文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

ジョブＩＤ 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－７ ８文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

機能概要 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－８ 90文字以内の全角、または半角文字で記述が可能ですが、１行に記述できる文字数は、30文字であり、最
大３行まで記述可能です。ただし、空白も１文字と見なします。

動作形態 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－９ 10文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

処理サイクル 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－10 ５文字以内の全角、または半角文字で記述します。ただし、空白も１文字と見なします。

： 左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただし、‘：’は位置キーワードであるため、文字列－
ｎの前に記述しなければなりません。

囲み線 囲み線（外枠）に使用できる記号は、次の通りです。

－JEF 細線／太線

－シフトＪＩＳ細線／太線

－YPS 記号‘☆’

－全角縦／横線

－全角‘＋’

－全角‘＊’

ただし、文字列－ｎの後ろの囲み線（外枠）に使用できる記号は、JEF細線の縦、JEF太線の縦、シフトＪ
ＩＳ細線の縦、シフトＪＩＳ太線の縦、YPS記号‘☆’、全角縦線、全角‘＊’のみです。

  

記述例

 



モジュール概要定義の記述例 

　

　

注意事項

モジュール概要定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 

－各文字列－ｎが許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視されます。 

－文字列－ｎが空白で囲み線（外枠）に許されない記号を記述しないこと。 

－機能概要行が複数行記述されており、かつ１行の文字数が30文字に満たない場合空白も出力されます。 

－機能概要行を継続する場合、‘：’は必要ありません。 

－文字列－ｎの中に囲み線（外枠）で使用できる記号のうち、JEF細線、JEF太線縦、シフトＪＩＳ細線、シフトＪＩＳ太線縦、YPS記
号‘☆’、全角縦線、全角‘＊’を記述した場合、その記号以降に記述されている文字列は出力されません。 

－機能概要を最大３行記述した場合、以下のような出力形式となります。 

(1)左詰めで出力されます。 

(2)各行の文字数が30文字に満たない場合、行と行の間の空白は詰められません。 

(3)１行全てが空白の場合、そのまま空白で出力されます。 

(4)文字と文字の間の空白は詰められません。（半角文字は全角文字に変換して出力します） 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しません。その場合に影響が生じるドキュメントと出
力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール設計書表紙  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ  
 

変更履歴一覧表  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ  
 

モジュール概要  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩ
Ｄ、概要、動作形態、処理サイクル  
 

モジュール概要（補助シート１及
び２）  

システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ  
 

セクション構造図  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名  
 

呼出条件一覧  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ  
 

セクション機能概要  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ  
 

ＹＰＳ仕様書  システム名、サブシステム名、ジョブ名、プログラム名、システムＩＤ、サブシステムＩＤ、ジョブＩＤ  
 



履歴情報定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－履歴情報定義は、モジュール属性記述行より後の行に記述しなければなりません。 

－履歴情報定義は、モジュール本体開始図記号‘始’より前の行に記述しなければなりませ
ん。 

　

記述形式

　

　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 



 

［］：省略可能 ｛　｝：選択 

［規則の説明］ 

－変更履歴行は継続を許さず、１行の中に記述しなければなりません。 

－変更内容行は最大３行まで継続可能です。 

－変更履歴行、変更内容行の順序で記述し、かつ２つの行は対でなければなりません。 

－変更履歴行、変更内容行は対で最大99行まで記述できます。ただし、継続行を除きま
す。 

－履歴情報定義はプログラム内で１つだけしか記述できません。 

－履歴情報定義を記述する場合、予約語‘履歴情報定義’は省略できません。 

－キーワード（変更履歴等）の囲み線は、予約語‘履歴情報定義’の後であれば何処にあっ
ても良く、また省略しても構いません。 

－項目間の区切り文字‘空白’は省略が可能です。 

－履歴情報定義の有効範囲は、予約語‘履歴情報定義’が現れてから次の予約語が現れるま
でです。 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法



履歴情報定義 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１ 変更履歴行の見出しを全角または半角文字で記述する行であり、
利用者独自の見出しが記述できます。なおEXSPECで推奨している
見出しを記述例に示します。

変更履歴 左記の通り全角文字で記述します。

数字－１　OR　文字列
－２

版数を全角、または半角数字で記述する欄であり、２文字で記述
します。また、初版が記述された場合は、該当行に記述された変
更者・変更日付を、それぞれ作成者・作成日付として扱います
（モジュール属性行の作成日・作成者は無視されます）。また、
初版の作成者は、同時に担当者として扱うため、出力される各帳
票の担当欄にも出力されます。ただし、初版作成日として変更履
歴を記述する場合は、履歴情報定義中の最初の変更履歴行に‘初
版’を記述する必要があります。

数字－２ 変更日付を８文字の全角、または半角文字で記述する欄です。文
字列－２が‘初版’の場合、初版作成日として扱います。次の形
式で記述します。

　　ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ　　または　　ｙｙｙｙ．ｍｍ．ｄｄ

ただし、年がｙｙと記述されている場合は以下のように出力され
ます。

　　ｙｙが60～99の場合：1960～1999

　　ｙｙが00～59の場合：2000～2059

ｙｙｙｙ 年 （全角、または半角文字）

ｍｍ 月 （全角、または半角文字）

ｄｄ 日 （全角、または半角文字）

－ 区切り文字 （全角、または半角文字）

． 区切り文字 （全角、または半角文字）

文字列－３ 変更者名を６文字の全角、または半角文字で記述する欄です。た
だし、空白も１文字と見なします。文字列－２が‘初版’の場合
は、初版作成者及び担当者として扱います。

変更内容 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－４ 変更内容を75文字の全角、または半角文字で記述が可能ですが、
１行に記述できる文字数は、25文字であり、最大３行まで記述可
能です。ただし、空白も１文字と見なします。

： 左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただし‘：’は
位置キーワードであるため、文字列－ｎまたは数字－２の前に記
述しなければなりません。

囲み線 囲み線（外枠）に使用できる記号は、次の通りです。

－JEF細線／太線

－シフトJIS細線／太線

－YPS記号‘☆’



－全角縦／横線

－全角‘＋’

－全角‘＊’

ただし、文字列－ｎの後ろの囲み線（外枠）に使用できる記号
は、JEF細線の縦、JEF太線の縦、シフトJIS細線の縦、シフトJIS
太線の縦、YPS記号‘☆’、全角縦線、全角‘＊’のみです。

記述例

 

履歴情報定義の記述例 

　

注意事項

履歴情報定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 

－各文字列－ｎが許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視さ
れます。 

－文字列－ｎが空白で囲み線（外枠）に許されない記号を記述しないこと。 

－変更内容行が複数行記述されており、かつ１行の文字数が25文字に満たない場合空白も出
力されます。 

－変更内容行を継続する場合、‘：’は必要ありません。 

－文字列－ｎの中に囲み線（外枠）で使用できる記号のうち、JEF細線、JEF太線の縦、シフ
トＪＩＳ細線、シフトＪＩＳ太線の縦、YPS 記号‘☆’、全角縦線、全角‘＊’を記述した
場合、その記号以降に記述されている文字列は出力されません。 



－変更日付に数字以外のものが記述された場合、変更日付欄には空白が出力されます。 

－以下のように変更内容を記述した場合、左詰めで出力されます。ただし、１行全てが空白
の場合、そのまま空白で出力されます。また文字と文字の間の空白及び最大文字数に満たな
い場合の後ろの空白は詰められません。（半角文字は全角文字に変換して出力します）出力
形式を以下に示します。 

 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール設計書表紙 版数、変更日付、変更者、変更内容

変更履歴一覧表 版数、変更日付、変更者、変更内容

モジュール概要 版数、変更日付、変更者、変更内容

セクション構造図 版数、変更日付、変更者、変更内容



呼出条件一覧 版数、変更日付、変更者、変更内容

セクション機能概要 版数、変更日付、変更者、変更内容

  



ファイル情報定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－ファイル情報定義は、データ部のファイル形式宣言開始からファイル形式宣言終了の間
で、かつファイル記述項の直前に記述します。 

　

記述形式

　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 

 

［］：省略可能 



［規則の説明］ 

－行の継続は許されず、１行の中に記述しなければなりません。 

－ファイル情報定義を記述する場合、予約語‘ファイル情報定義’及び、‘：’は省略でき
ません。 

－キーワード（媒体等）の記述順序は、固定です。 

－文字列－１～文字列－８の記述順序は、固定です。 

－キーワード（媒体等）の囲み線は、予約語‘ファイル情報定義’の後であれば何処にあっ
ても良く、また省略しても構いません。 

－ファイル情報定義の有効範囲は、予約語‘ファイル情報定義’が現れてからファイル記述
項、またはファイル形式宣言終了が現れるまでです。 

－項目間の区切り文字‘空白’は省略が可能です。 

－要約図記号を使って記述することもできます。（ ファイル情報定義の記述例（要約図記号

使用時）を参照） 

－区切り文字‘：’の数は、記述形式に記載している数と一致していなければなりませ
ん。 

－文字列－１～文字列－５は、１ファイルに対して１つしか記述できません。 

－文字列－６～文字列－８は、ファイルに関係なく複数記述することができます。 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法

ファイル情報定義 左記の通り全角文字で記述します。

媒体 左記の通り全角文字で記述します。

形式 媒体の後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述します。

レコード長 形式の後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述します。

ブロック長 レコード長の後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述しま
す。

編成 ブロック長の後を’：’で区切り、左記の通り全角文字で記述しま
す。



文字列－１ 媒体を以下の文字列のいずれかを半角、または全角で記述します。

DASD：磁気ﾃﾞｨｽｸ

CARD：ｶｰﾄﾞ

MT、TAPE：磁気ﾃｰﾌﾟ

CMT ：ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾃｰﾌﾟ

LIST、LP：ﾌﾟﾘﾝﾀ

DISP：ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

注意）空白の場合は磁気ﾃﾞｨｽｸになります。

文字列－２ レコード形式を４文字以内の半角英字で記述します。参考）Ｖ、Ｖ
Ｂ、Ｆ、ＦＢ、ＶＢＡ

文字列－３ レコード長を５文字以内の半角数字で記述します。参考）１～３２
７６０

文字列－４ ブロック長を５文字以内の半角数字で記述します。参考）１～３２
７６０

文字列－５ ファイル編成を４文字以内の半角英字で記述します。参考）ＰＳ、
ＶＳＡＭ

区分 先頭に左記の通り全角文字で記述します。

ＩＤ 区分の後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述します。

日本語名称 ＩＤの後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述します。

文字列－６ 以下の英字のいずれかを半角、または全角で記述します。Ｏ（オー
バレイ）、Ｌ（リスト）、Ｐ（ＰＳＡＭ）

文字列－７ オーバレイ、帳票、画面のＩＤを８文字以内の半角英数字で記述し
ます。

文字列－８ オーバレイ、帳票、画面の名称を15文字以内の全角または半角で記
述します。

： 左記の通り全角、または半角で記述します。ただし、‘：’は位置
キーワードであるため、省略してはなりません。

囲み線 囲み線（外枠）に使用できる記号は、次の通りです。

－JEF細線／太線

－シフトＪＩＳ細線／太線

－YPS記号‘☆’

－全角縦／横線

－全角‘＋’

－全角‘＊’

ただし、文字列－ｎの後ろの囲み線（外枠）に使用できる記号は、
JEF細線の縦、JEF太線の縦、シフトＪＩＳ細線の縦、シフトＪＩＳ
太線の縦、YPS記号‘☆’、全角縦線、全角‘＊’のみです。

記述例



 

 

注意事項

ファイル情報定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 



－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 

－各文字列－ｎが許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視さ
れます。 

－１つのファイルに対して予約語‘ファイル情報定義’は１つだけしか記述できません。 

－キーワード‘媒体’、‘形式’、‘レコード長’、‘ブロック長’、‘編成’に対する文
字列が複数行存在した場合、最終行の情報が有効となります。 

－文字列－１に指定できる文字列以外が記述された場合モジュール概要に図形が出力されま
せん。 

－文字列－６を省略したり、文字列－６に指定できる文字列以外が記述された場合モジュー
ル概要及びモジュール概要（補助シート１）に画面情報・帳票情報が出力されません。 

－文字列－６を記述した場合、必ず文字列－７または文字列－８を記述すること。 

－各文字列－ｎの中に囲み線（外枠）で使用できる記号を記述した場合、記述部分が空白で
出力されます。 

－以下のように要約図記号と‘☆’記号の併用はできません。その記述例を図に示しま
す。 



 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。

その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。

ドキュメント名称 出力欄

モジュール概要 媒体、レコード形式、レコード長、ブロック長、ファイル編
成、図形（ブロックダイヤグラム）

モジュール概要（補助
シート１）

画面名称、画面ID、帳票名称、帳票ID、媒体、レコード形式、
レコード長、ブロック長、ファイル編成

　

　

　



セクション機能概要定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－セクション機能概要定義は、節開始図記号の直後に記述します。 

－セクション機能概要定義は、手続き部以降に記述します。 

　

記述形式

　　　　　　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 

セクション機能概要 

　



［文字列－１］ 

・ 

・ 

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 

［］：省略可能 

［規則の説明］ 

－予約語‘セクション機能概要’が記述されている行に、文字列－１は記述できません。 

－セクション機能概要定義を記述する場合、予約語‘セクション機能概要’は省略できませ
ん。 

－要約記号を使って記述することもできます。（ セクション機能概要定義の記述例（要約図

記号使用時）を参照） 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法 

セクション機能概要 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１ 半角／全角を問いません。また、１行に記述可能な文字数は、半
角で120 文字、全角で60文字であり、最大30行まで記述可能で
す。半角・全角の混在を許します。ただし、空白も１文字と見な
します。

  

　

　

記述例



 

 

　

注意事項

　

セクション機能概要定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 



－文字列－１が許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視され
ます。 

－罫線を記述した場合、罫線も定義情報としてドキュメントに出力されます。 

－予約語‘セクション機能概要’は節開始記号の直後に１つだけしか記述できません。 

－以下のような記述が存在した場合、空白は詰められて出力されます。ただし、文字と文字
の間の空白または先頭文字列の左側の空白が全角の場合は詰められません。出力形式を以下
に示します。 

 

－以下のように１つの節に複数のセクション機能概要定義が存在した場合、節の直後に記述
されたものが有効となり、それ以外のものは、要約図記号に記述されたコメントとし出力さ
れます。出力形式を以下に示します。 



 

－以下のように節の直後に記述し、かつ予約語‘セクション機能概要’の前後の行に文字列
が存在した場合、予約語‘セクション機能概要’の後の行以降に記述した文字列が有効とな
り、前の行に記述された文字列は無視されます。出力形式を以下に示します。 

 



前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄

セクション機能概要 セクション機能説明

  

　

　



サブルーチン定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－サブルーチン定義は、プログラム呼出し図記号または、COBOL記述のCALL命令と対で記述
します。 

－サブルーチン定義は、手続き部以降に記述します。 

　

記述形式

　 

　　　　　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 

 



［］：省略可能 

［規則の説明］ 

－予約語‘サブルーチン定義’は省略できます。 

－サブルーチン名行は、継続を許さず、１行の中に記述しなければなりません。 

－サブルーチン名を記述する場合、キーワード‘サブルーチン名’は省略できません。 

－項目間の区切り文字‘空白’は省略が可能です。 

－要約図記号を使って記述することもできます。（ サブルーチン定義の記述例（要約記号使

用時）を参照） 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法

サブルーチン定義 左記の通り全角文字で記述します。

サブルーチン名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１ サブルーチン名を全角、または半角文字で記述する欄です。全
角、半角とも15文字まで記述可能です。ただし、空白も１文字と
見なします。

： 左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただし‘：’は
位置キーワードであるため、文字列－１の前に記述しなければな
りません。

  

　

記述例



 

 



　

注意事項

サブルーチン定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 

－文字列－１が許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視され
ます。 

－ プログラム呼出し図記号及びCOBOL記述のCALL命令が存在しなければ、出力されません。 

－１つのサブルーチンに対して、予約語‘サブルーチン定義’が複数存在した場合、最後の
情報が有効となります。 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール概要（補助
シート２）

サブルーチン名、サブルーチンID

  

　

　

　



外部画面情報定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

 

－外部画面情報定義は、データ部のファイル形式宣言開始からファイル形式宣言終了の間、
または手続き部以降に記述します。 

　

記述形式

　　　　　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 



 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 

［］：省略可能 

［規則の説明］ 

－外部画面情報定義を記述する場合、キーワード‘画面名’、‘画面ＩＤ’は省略できませ
ん。 

－文字列－１及び文字列－２の行は継続を許さず、１行の中に記述しなければなりませ
ん。 

－キーワードの記述順序は問いません。 

－項目間の区切り文字‘空白’は、省略が可能です。 

－要約図記号を使って記述することもできます。（ 外部画面情報定義の記述例（要約図記号

使用時）を参照） 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法

画面名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１ 画面の名称を15文字以内の全角、または半角で記述します。

画面ＩＤ 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－２ 画面のIDを８文字以内の半角英数字で記述します。

：
左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただ
し‘：’は位置キーワードであるため、文字列－１及び文字列
－２の前に記述しなければなりません。

　 

記述例



 

 

　

注意事項

外部画面情報定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 

－各文字列－ｎが許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視さ
れます。 



前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール概要（補助
シート１） 

画面名称、画面ＩＤ

　 

　

　



外部ファイル情報定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

 

－外部ファイル情報定義は、データ部のファイル形式宣言開始からファイル形式宣言終了の
間、または手続き部以降に記述します。 

　

　

記述形式



　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

［　］：省略可能 

［規則の説明］ 

－行の継続は許されず、１行の中に記述しなければなりません。 

－外部ファイル情報定義を記述する場合、予約語‘ファイル情報定義’及び、‘：’は省略
できません。 

－文字列－１～文字列－８に対するキーワードの記述順序は、固定です。 

－キーワードの囲み線は、予約語‘ファイル情報定義’の後であれば何処にあっても良くま
た省略しても構いません。ただし、キーワード‘ファイル名’・‘アクセス名’・‘アクセ
スモード’・‘入出力区分’に対する囲み線は、記述不可です。 

－外部ファイル情報定義の有効範囲は、予約語‘ファイル情報定義’が現れてから有効行、
またはファイル形式宣言終了が現れるまでです。 

－要約図記号を使って記述することもできます。（ 外部ファイル情報定義の記述例（要約図

記号使用時）を参照） 

－区切り文字‘：’の数は、記述形式に記載している数と一致していなければなりませ
ん。 



－文字列－１～文字列－５及び文字列－９～文字列－12は、予約語‘ファイル情報定義’に
対して１行しか記述できません。 

－文字列－６～文字列－８は、予約語‘ファイル情報定義’に対して複数行記述できま
す。 

－項目間の区切り文字‘空白’は、省略が可能です。 

－各キーワードの記述順序は自由だが、予約語‘ファイル情報定義’は必ずキーワー
ド‘ファイル名’の前に記述しなければなりません。 

［項目の説明］ 

予約語‘ファイル情報定義’については、ファイル情報定義を参照してください。 

内容 桁数及び記述方法

ファイル名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－９ ファイル名を30文字以内の全角、または半角文字で記述します。

アクセス名 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１０ アクセス名を12文字以内の全角、または半角で記述します。ただ
し、全角文字で記述する場合、記述できる文字は以下の通りです。
Ａ～Ｚ、０～９、－、；、（，）、‘、“、・

アクセスモード 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１１ アクセスモードを以下の文字列のいずれかを英字は半角、日本語は
全角で記述します。

－順呼出し

－乱呼出し

－動的呼出し

－SEQUENTIAL

－RANDOM

－DYNAMIC

入出力区分 左記の通り全角文字で記述します。

文字列－１２ 入出力区分を以下の文字列のいずれかを全角、または半角文字で記
述します。

－INPUT

－入力

－I-O

－入出力



－OUTPUT

－出力

－EXTEND

－拡張

： 左記の通り全角、または半角で記述します。ただし、‘：’は位置
キーワードであるため、省略してはなりません。

　

記述例

 



 

注意事項

外部ファイル情報定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 

－各文字列－ｎが許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視さ
れます。 

－キーワード‘媒体’、‘形式’、‘レコード長’、‘ブロック長’、‘編成’に対する文
字列が複数行存在した場合、最終行の情報が有効となります。 

－キーワード‘ファイル名’、‘アクセス名’、‘アクセスモード’、‘入出力区分’が複
数行存在した場合、最終行の情報が有効となります。 

－文字列－１に指定できる文字列以外が記述された場合モジュール概要に図形が出力されま
せん。 

－文字列－12を省略したり、文字列－12に指定できる文字列以外が記述された場合モジュー
ル概要に図形が出力されません。 



－文字列－６を省略したり、文字列－６に指定できる文字列以外が記述された場合モジュー
ル概要（補助シート１）に画面情報・帳票情報が出力されません。 

－文字列－11を省略したり、文字列－11に指定できる文字列以外が記述された場合モジュー
ル概要及びモジュール概要（補助シート１）にアクセス方式が出力されません。 

－文字列－６を記述した場合、必ず文字列－７または文字列－８を記述すること。 

－各文字列－ｎの中に囲み線（外枠）で使用できる記号を記述した場合、記述部分が空白で
出力されます。 

－要約図記号を使用して記述する場合、継続行内でのみ有効です。 

－ファイル情報定義については、 ファイル情報定義を参照のこと。 

－以下のように要約図記号と‘☆’記号の併用はできません。その記述例を以下に示しま
す。 

 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。その場合に影響が生じるドキュメントと出力欄を以下に示します。 

ドキュメント名称 出力欄 



モジュール概要 ファイル名、アクセス名、入出力区分、アクセス方式、媒
体、レコード形式、レコード長、ブロック長、ファイル編
成、図形（ブロックダイヤグラム）

モジュール概要（補助シー
ト１）

画面名称、画面ＩＤ、帳票名称、帳票ＩＤ、ファイル名、ア
クセス名、入出力区分、アクセス方式媒体、レコード形式、
レコード長、ブロック長、ファイル編成

　

　



ＲＤＢ２情報定義

記述位置  記述形式  記述例  注意事項 

記述位置

 

－ＲＤＢ２情報定義は、データ部内に記述します。（節は問わない） 

　

　

記述形式

　　　　　　　　　　記述形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 



［　］：省略可能 

［規則の説明］ 

－行の継続は許されず、１行の中に記述しなければなりません。 

－ＲＤＢ２情報定義を記述する場合、予約語‘ＲＤＢ２情報記述開始’、‘ＲＤＢ２情報定
義’‘ＲＤＢ２情報記述終了’及び‘：’は省略できません。 

－キーワード（区分等）の記述順序は、固定です。 

－文字列－１～文字列－３の記述順序は、固定です。 

－キーワード（区分等）の囲み線は、予約語‘ＲＤＢ２情報定義’の後であれば何処にあっ
ても良く、また省略しても構いません。 

－ＲＤＢ２情報定義の有効範囲は、予約語‘ＲＤＢ２情報記述開始’が現れてから予約
語‘ＲＤＢ２情報記述終了’が現れるまでです。 

－項目間の区切り文字‘空白’は省略が可能です。 

－要約図記号を使って記述することもできます。（ ＲＤＢ２情報定義の記述例（要約図記号

使用時）を参照） 

－区切り文字‘：’の数は、記述形式に記載している数と一致していなければなりませ
ん。 

－文字列－１～文字列－３は、予約語‘ＲＤＢ２情報定義’に対して１行しか記述できませ
ん。 

－予約語‘ＲＤＢ２情報記述開始’と‘ＲＤＢ２情報記述終了’は必ず対で記述しなければ
なりません。 

［項目の説明］ 

内容 桁数及び記述方法

ＲＤＢ２情報記述開始 左記の通り全角文字で記述します

ＲＤＢ２情報定義 左記の通り全角文字で記述します。

区分 先頭に左記の通り全角文字で記述します。

スキーマ名 区分の後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述します。



表名 スキーマ名の後を‘：’で区切り、左記の通り全角文字で記述しま
す。

文字列－１ 区分を以下の文字列のいずれかで全角、または半角英字で記述しま
す。

－I

－O

－I-O

文字列－２ スキーマ名を15文字以内の全角、または半角文字で記述します。

文字列－３ 表名を15文字以内の全角、または半角文字で記述します。

ＲＤＢ２情報記述終了 左記の通り全角文字で記述します。

： 左記の通り全角、または半角文字で記述します。ただし‘：’は位
置キーワードであるため、省略してはなりません。

囲み線 囲み線（外枠）に使用できる記号は、次の通りです。

－JEF細線／太線

－シフトＪＩＳ細線／太線

－YPS記号‘☆’

－全角縦／横線

－全角‘＋’

－全角‘＊’

ただし、文字列－ｎの後ろの囲み線（外枠）に使用できる記号は、
JEF細線の縦、JEF太線の縦、シフトＪＩＳ細線の縦、シフトＪＩＳ
太線の縦、YPS記号‘☆’、全角縦線、全角‘＊’のみです。

　

記述例



 

 

　

注意事項

ＲＤＢ２情報定義を記述する上で注意すべき事項を以下に示します。 

－同一行に２つ以上の予約語、またはキーワードが存在しないこと。 



－各文字列－ｎが許している最大文字数を超えた記述が存在した場合、超えた文字は無視さ
れます。 

－予約語‘RDB2情報定義’に記述されているコメントより情報を出力しており、SQL文に対
するチェックは一切行っていません。 

－各文字列－ｎの中に囲み線（外枠）で使用できる記号を記述した場合、記述部分が空白で
出力されます。 

－予約語‘ＲＤＢ２情報記述開始’、‘ＲＤＢ２情報記述終了’が複数存在した場合、YPS
仕様書上に最初に出現した‘ＲＤＢ２情報記述開始’から‘ＲＤＢ２情報記述終了’までが
有効となります。 

－予約語‘ＲＤＢ２情報記述開始’から‘ＲＤＢ２情報記述終了’の間にＲＤＢ２情報定義
以外のものが記述されていた場合、その情報はドキュメントに出力されません。 

－要約図記号と‘☆’記号の併用はできません。その記述例を以下にに示します。 

 

ドキュメント名称 出力欄 

モジュール概要 ファイル名、アクセス名、入出力区分、ファイル編成、図形
（ブロックダイヤグラム）

モジュール概要（補助シー
ト１）

ファイル名、アクセス名、入出力区分、ファイル編成

　



前提条件

(1)日本語名標と構文について 

EXSPECでは標準的な日本語名標及び構文を解析対象としており、以下のように分類されま
す。 

　　区分＝日本語名標識 

   分類 YPS記述でのキーワード分類 

   ＳＩＡ日本語名標 【ＳＩＡ日本語名標】

   EXSPEC固有の日本語名標 【日本語名標】

  

　 

　　区分＝構文 

   分類 YPS記述でのキーワード分類 

   YPS 標準構文 【YPS 標準構文】

   YPS/COBOL 標準構文 【YPS/COBOL 標準構文】

  

　 

(2)YPS 仕様書のキーワードについて 

EXSPECでYPS仕様書を解析するためには、以下に示すようなYPS記述またはCOBOL記述での
キーワードがYPS仕様書中に存在する必要がります。 

そのため、それぞれのキーワードを規約に従った形式で記述しなくてはなりません。YPS仕
様書記述規約以外の記述をしてEXSPECで解析を行った場合は、出力結果は保証されませ
ん。 

YPS仕様書の記述部＝プログラム名 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 



 

　 

　

YPS仕様書の記述部＝サブスキーマ名記述項 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 

   【日本語名標】 SUBSCHEMA-NAME

   サブスキーマ名

   サブスキーマ名は

　

　

YPS仕様書の記述部＝ファイル管理記述項 

   YPS記述でのキーワード  COBOL記述でのキーワード 

   【ＳＩＡ日本語名標】 SELECT

   ファイル指定

   【ＳＩＡ日本語名標】 ASSIGN

   ファイル識別名は

   【日本語名標】 同上

   アクセス名は

   の割り当ては

   ＤＤ名は

   【ＳＩＡ日本語名標】 ACCESS

   呼出しモードは

   【日本語名標】 同上

   アクセスモードは

　

　



YPS仕様書の記述部＝ファイル記述項 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 

   【ＳＩＡ日本語名標】

   ファイル形式定義 FD及びSD

   ソートファイル形式定義

   マージファイル形式定義

   【日本語名標】  

   メッセージファイル形式定義 同上

　 

　

YPS仕様書の記述部＝ＯＰＥＮ文 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 

   【YPS/COBOL標準構文】 OPEN

   モードでオープンする

　

　

YPS仕様書の記述部＝プログラム呼出し 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 

CALL及びUSING 

　

　

YPS仕様書の記述部＝節及び節呼出し 



   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード

 

　

　

YPS仕様書の記述部＝ＣＯＰＹ命令 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 

   【YPS 標準構文】 COPY

   を取り込む 　

　 

　

YPS仕様書の記述部＝取込み 

   YPS記述でのキーワード COBOL記述でのキーワード 

 



プログラム名

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでプログラム名を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

特になし。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    プログラム名－１ プログラム名を、そのまま記述する場合、８文字以内の全角または
半角の英数字で記述します。

日本語名標を使用する場合、15文字以内の全角で記述し、モジュー
ル共通データ部で日本語名標を定義します。

    ・・・・・・ 定義していても、EXSPECでは無視します。

  

　 

　

２）記述例



YPSでプログラム名を、記述した場合の例を以下に示します。 

 

②COBOLでの記述規約 

記述できません。 

③注意事項 

プログラム名を、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－プログラム名がリテラルで囲まれている場合には、出力結果を保証しません。 

－プログラム名を日本語名標で記述している場合は、該当の日本語名標宣言文をモジュール
共通データ部内に記述するか取込みによって取り込まなければならなりません。外部日本語
名標宣言仕様書で定義した場合は、解析対象にならず出力結果を保証しません。 

－YPS仕様書のプログラム開始図記号が複数ある場合は、出力結果を保証しません。 

－YPS仕様書のプログラム開始図記号が省略されている場合は、出力結果を保証しません。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 



 



サブスキーマ名記述項

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでサブスキーマ名記述項を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    サブスキーマ名－
１

８文字以内の全角または半角の英数字でなくてはなりません。日本
語名標を使用している場合は、出力結果を保証しません。

  

２）記述例 

YPS記述でサブスキーマ名記述項を記述した例を以下に示します。 

 



②COBOLでの記述規約 

１）記述形式 

COBOLでサブスキーマ名記述項を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－【書き方－１】【書き方－２】ともキーワードは、全角・半角のいずれでもかまいませ
ん。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    サブスキーマ名－
１

８文字以内の全角または半角の英数字でなくてはなりません。日本
語名標を使用している場合は、出力結果を保証しません。

  

２）記述例 

COBOL記述でサブスキーマ名記述項を、記述した場合の例を以下に示します。 



 

③注意事項 

サブスキーマ名記述項を、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－サブスキーマ名記述項は、YPS記号のシステム環境宣言開始‘▽'及び終了‘△'の中に記
述しなければなりません。 

－YPS記述の場合、規約以外の日本語名標及び利用者定義構文で、サブスキーマ名記述項を
定義している場合は、出力結果を保証しません。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 

 



ファイル管理記述項

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでファイル管理記述項を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    ファイル名－１ YPS/COBOLの文法に従って記述します。

    ファイル識別名－
１

８文字以内の全角または半角の英数字で記述します。



    ・・・・・・ 日本語名標を使用している場合は、出力結果を保証しません。複数
指定した場合は、先頭に記述されているもののみを解析対象とし、
それ以外はEXSPECでは無視します。

    アクセス方式－１ 順呼び出しの場合：‘順呼出し’または’SEQUENTIAL’（全角また
は半角）を指定します。

乱呼び出しの場合：‘乱呼出し’または’RANDOM’（全角または半
角）を指定します。

動的呼び出しの場合：‘動的呼出し’または’DYNAMIC’（全角ま
たは半角）を指定します。

    ・・・・・・ その他の情報を定義していても、EXSPECでは無視します。

  

  

２）記述例 

YPS記述でファイル管理記述項を、記述した例を以下に示します。 

 

②COBOLでの記述規約 

１）記述形式 

COBOLでファイル管理記述項を、記述する場合の形式を以下に示します。 



 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

－キーワードは、全角・半角のいずれでもかまいません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    ファイル名－１ YPS/COBOLの文法に従って記述します。

    ファイル識別名－
１

８文字以内の全角または半角の英数字で記述します。

    ・・・・・・ 日本語名標を使用している場合は出力結果を保証しません。複数指
定した場合は、先頭に記述されているもののみを解析対象とし、そ
れ以外はEXSPECでは無視します。

    アクセス方式－１ 順呼び出しの場合：'SEQUENTIAL'（全角または半角）を指定しま
す。

乱呼び出しの場合：'RANDOM'（全角または半角）を指定します。



動的呼び出しの場合：'DYNAMIC'（全角または半角）を指定しま
す。

    ・・・・・・ その他の情報を定義していても、EXSPECでは無視します。

　 

　

２）記述例

COBOL記述でファイル管理記述項を、記述した場合の例を以下に示します。 

 

③注意事項 

ファイル管理記述項を、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－ファイル管理記述項は、YPS図記号の入出力環境宣言開始‘▽'及び終了‘△'の中に記述
しなければなりません。 

－YPS記述の場合、規約以外の日本語名標及び利用者定義構文で、ファイル管理記述項を定
義している場合は、出力結果を保証しません。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 



 



ファイル記述項

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでファイル記述項を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    ファイル名－１ YPS/COBOLの文法に従って記述します。

    ・・・・・・ 定義していても、EXSPECでは無視します。



　

　

２）記述例

YPS記述でファイル記述項を、記述した例を以下に示します。 

 

②COBOLでの記述規約 

１）記述形式 

COBOLでファイル記述項を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

－キーワードは、全角・半角のいずれでもかまいません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 



内容 桁数及び記述方法 

ファイル名－１ YPS/COBOLの文法に従って記述します。

・・・・・・ 定義していても、EXSPECでは無視します。

  

　 

　

２）記述例

COBOL記述でファイル記述項を、記述した場合の例を以下に示します。 

 

③注意事項 

ファイル記述項を、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－ファイル記述項は、YPS図記号のファイル形式宣言開始‘▽'及びファイル形式宣言終
了‘△'の中に記述しなければなりません。 

－YPS記述の場合、規約以外の日本語名標及び利用者定義構文で、ファイル記述項を定義し
ている場合は、出力結果を保証しません。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 



 



OPEN文

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでOPEN文を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続する
ことはできません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    ファイル名－１ YPS/COBOLの文法に従ってファイル名を記述します。

    ・・・・・・ １つのオープン文で、記述可能なファイル数は49個までです。また１
行でオープン文が、完結した場合に記述可能なファイル数は９個まで
です。

  

　 

２）記述例 



YPS記述でOPEN文を、記述した例を以下に示します。 

 

②YPSでの記述規約（複数モード記述） 

１）記述形式 

YPSでOPEN文（複数モード）を、記述する場合の形式を以下に示します。 



 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続する
ことはできません。 

－「ファイルをオープンする」とモードの間には、１バイト以上の空白が入ります。 

－「モードは」とファイル名の間には、１バイト以上の空白が入ります。 

－ファイル名とファイル名の間には１バイト以上の空白が入ります。 

－１つのオープン文には、各モードが複数回記述可能です。ただし、１行に複数モード記述す
ることはできません。 

－キーワードがＣＯＢＯＬ記述のもの、およびＹＰＳとＣＯＢＯＬ記述の混在は対応しませ
ん。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    ファイル名－１、 YPS/COBOLの文法に従ってファイル名を記述します。

    ファイル名－２、

    ファイル名－３、

    ファイル名－４、

    ファイル名－５

    ・・・・・・ １つのオープン文で、記述可能なファイル数は98個までです。また１
プログラム内で記述可能なファイル数は98個までです。

１行に記述可能なファイル数は、８個までです。

  

２）記述例 



YPS記述でOPEN文（複数モード）を、記述した例を以下に示します。 

 

③COBOLでの記述規約 

１）記述形式 

COBOLでOPEN文を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続する
ことはできません。 

－キーワードは、全角・半角のいずれでもかまいません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    ファイル名－１ YPS/COBOLの文法に従ってファイル名を記述します。



    ・・・・・・ １つのオープン文で、記述可能なファイル数は49個までです。また１
行でオープン文が、完結した場合に記述可能なファイル数は８個まで
です。

２）記述例 

COBOL記述でOPEN文を、記述した場合の例を以下に示します。 

 

④注意事項 

OPEN文を、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－YPS記述の場合、規約以外の日本語名標及び利用者定義構文でOPEN文を記述している場合
は、出力結果を保証しません。 

⑤関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しませ
ん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示しま
す。 



 



プログラム呼出し

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでプログラム呼出しを、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    サブルーチン名－
１

プログラム名を、そのまま記述する場合８文字以内の全角または半
角の英数字で記述します。日本語名標を使用する場合、15文字以内
の全角で記述し、モジュール共通データ部で日本語名標を定義しま
す。

    ・・・・・・ 定義していてもEXSPECでは無視します。

  

　 

　

２）記述例

YPS記述でプログラム呼出しを、記述した例を以下に示します。 



 

②COBOLでの記述規約 

１）記述形式 

COBOLでプログラム呼出しを、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述する必要はなく、行を継続してもかまいません。ただし、語の途中から継続す
ることはできません。 

－キーワードは、全角・半角のいずれでもかまいません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    サブルーチン名－
１

一意名を指定する場合です。８文字以内の半角または全角の英数字
で記述します。



    サブルーチン名－
２ 

’(全角または半角)囲み、定数を指定する場合です。８文字以内の
半角の英数字で記述します。

    サブルーチン名－
３

”(全角または半角)囲み、定数を指定する場合です。８文字以内の
半角の英数字で記述します。

    ・・・・・・ 定義していてもEXSPECでは無視します。

　 

　

２）記述例 

COBOL記述でプログラム呼出しを、記述した場合の例を以下に示します。 

 

③注意事項 

プログラム呼出しを、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－YPS記述及びCOBOL記述の合計でプログラム呼出しを定義できるのは99までです。 

－サブルーチンIDの同じものが複数存在した場合、最初に出現したものしかモジュール概要
（補助シート２）に出力されません。 

－YPS記述でサブルーチン名を日本語名標で記述している場合は、該当の日本語名標宣言文
をモジュール共通データ部内に記述するか取込みによって取り込まなければなりません。外
部日本語名標宣言仕様書で定義した場合は、解析対象にならず出力結果を保証しません。 

－ユーザ固有の日本語名標及び利用者定義構文で、CALL命令を定義している場合は出力結果
を保証しません。 

－サブルーチン名に文字列'COPY'を記述してはいけません。 

－COBOL記述でサブルーチン名を日本語名標で記述している場合、該当の日本語名標宣言文
を解析していないので、文字化けして出力されることがあります。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 



その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 

 



節及び節呼出し

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSで節及び節呼出しを、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

特になし。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

  

    内容 桁数及び記述方法 

    節名－１ YPS/COBOLの文法に従って記述します。

  

２）記述例 

YPS記述で節及び節呼出しを、記述した例を以下に示します。 



 

②COBOLでの記述規約 

記述できません。 

③注意事項 

特になし。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 

 



COPY命令

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSでCOPY命令を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－１行に記述しなければなりません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    コメント－１ コピー句についての注釈を記述します。

    文字列－１ 原文の置き換えを行う場合に指定します。ただし、EXSPECでは無視
します。

    文字列－２ 原文の置き換えを行う場合に指定します。ただし、EXSPECでは無視
します。

    コピー句名－１ コピー句名を記述する場合、８文字以内の全角か半角の英数字で記
述します。日本語名標を使用する場合、全角で記述し、モジュール
共通データ部で日本語名標を定義します。



    コメント－２ コピー句についての注釈を記述します。

  

２）記述例 

YPS記述でCOPY命令を、記述した例を以下に示します。 

 

②COBOLでの記述規約 

１）記述形式 

COBOLでCOPＹ命令を、記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

－【書き方－１】【書き方－２】ともに、１行に記述しなければなりません。 



－【書き方－１】のキーワードは全角でも半角でもかまいません。 

－【書き方－２】のキーワードは半角でなければなりません。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    コメント－１ コピー句についての注釈を記述します。

    コピー句名－１ コピー句名を記述する場合、８文字以内の全角か半角の英数字で記
述します。日本語名標を使用する場合、全角で記述しモジュール共
通データ部で日本語名標を定義します。

    コメント－２ コピー句についての注釈を記述します。 

    コピー句名－２ ８文字以内の半角の英数字で記述します。

    ＊＞ 行内注記でコメントを指定する場合記述します。

    コメント－３ コピー句についての注釈を記述します。

　

　

２）記述例

COBOL記述でCOPY命令を、記述した場合の例を以下に示します。 

 

③注意事項 

COPY命令を、記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－YPS仕様書に記述可能なCOPY命令の数は以下の通りです。 

    COPY命令の記述数＋取込みの記述数＜100 

－ファイル記述項において、１つのファイルに対して記述可能なCOPY命令の数は以下の通り



です。 

    COPY命令の記述数＋取込みの記述数＜15 

－コピー句の呼び出し階層は７階層までとし、それを超えた場合は無視されます。 

－コピー句名を日本語名標で記述している場合は、該当の日本語名標宣言文をモジュール共
通データ部内に記述するか、取込みによって取り込まなければなりません。外部日本語名標
宣言仕様書で定義した場合は、解析対象にならず出力結果を保証しません。 

－規約以外の日本語名標及び利用者定義構文で、上記に示した記述例以外のCOPY命令を定義
している場合は、解析されません。 

－YPS及びCOBOL記述ともに、行を継続して定義した場合はCOPY命令だと認識されず出力結果
が保証されません。 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 

 



取込み

①YPSでの記述規約 

１）記述形式 

YPSで取込みを記述する場合の形式を以下に示します。 

 

［規則の説明］ 

特になし。 

［項目の説明］ 

指定項目の一覧を以下に示します。 

    内容 桁数及び記述方法 

    取込み名－１ 取込み名を記述する場合、８文字以内の全角か半角の英数字で記述
します。

    ・・・・・・ 定義していてもEXSPECでは無視します。

  

　 

　

２）記述例

YPS記述で取込みを記述した例を以下に示します。 



 

②COBOLでの記述規約 

記述できません。 

③注意事項 

取込みを記述する上で注意すべき事項を次に示します。 

－YPSインクルードの呼び出し階層は７階層までとし、それを超えた場合は無視されます。 

－YPS仕様書に記述可能な取込みの数は以下の通りです。 

    COPY命令の記述数＋取込みの記述数＜100 

－ファイル記述項において、１つのファイルに対して記述可能な取込みの数は以下の通りで
す。 

    COPY命令の記述数＋取込みの記述数＜15 

④関連するドキュメント 

前述の記述位置・記述形式・注意事項に従って記述されていない場合、出力結果は保証しま
せん。 

その場合に影響が生じるドキュメントと出力項目及び出力条件についての説明を以下に示し
ます。 



 



モジュール設計書（表紙）出力

表紙の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてください。 

[出力レイアウト] 

 



変更履歴一覧票出力

変更履歴一覧票の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてくださ
い。 

[注意事項] 

変更履歴は最大99個（初版を含む）まで出力します。 

[出力レイアウト] 



 



モジュール概要の出力形式

モジュール概要の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてくださ
い。 

[出力レイアウト] 



 



モジュール概要(補助シート1)の出力形式

モジュール概要(補助シート1)の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリッ
クしてください。 

［注意事項］ 

－画面情報はファイル情報定義と外部画面情報定義で記述した数を合わせて最大90個まで出
力します。 

－帳票情報は最大90個まで出力します。 

－ファイル情報はファイル情報定義・外部ファイル情報定義・ＲＤＢ２情報定義で記述した
数を合わせて最大99個まで出力します。 

[出力レイアウト] 



 



モジュール概要(補助シート2)の出力形式

モジュール概要(補助シート2)の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリッ
クしてください。 

［注意事項］ 

－YPS仕様書内にサブルーチンIDの同じものが複数存在した場合、最初に出現したものしか
出力されません。 

－サブルーチン情報は最大99個まで出力します。 

－YPS仕様書内に記述されているコピー句及びYPSインクルード仕様書は最大99個まで出力し
ます。 

[出力レイアウト] 



 



セクション構造図の出力形式

セクション構造図の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてくださ
い。 

[注意事項] 

セクション構造図の注意事項を参照してください。 

[出力レイアウト] 



 



呼出条件一覧の出力形式

呼出条件一覧の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてくださ
い。 

[出力レイアウト] 



 



セクション機能概要出力

セクション機能概要の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてくだ
さい。 

[注意事項] 

セクション機能概要の注意事項を参照してください。 

[出力レイアウト] 



 



YPS仕様書出力

YPS仕様書の出力レイアウトを以下に示します。知りたい個所をクリックしてください。 

[出力レイアウト] 



 



EXSPECの起動・終了

　

EXSPECは以下の方法で起動できます。

－［スタート］メニューからの起動

　
［スタート］メニューの［プログラム］に登録されている［SIMPLIAシ
リーズ］から『SIMPLIA PF-EXSPEC』を選択することで起動されます。 

－YPSWorkBenchからの起動

　
YPSバーの「SIMPLIA」メニューから「モジュール設計書生成」を選択す
ることにより起動されます。

－コマンドラインからの起動

　

チーム開発マネージャの環境設定で、コマンドライン用（ＰＦＥＸＳＣ
ＭＤ．ＥＸＥ）の呼出し形式を指定することにより、チーム開発マネー
ジャより起動されます。チーム開発マネージャの環境設定方法について
は、チーム開発マネージャのオンラインヘルプを参照してください。

以下に、コマンドライン用の呼出し形式を示します。

［呼出し形式］

ＰＦＥＸＳＣＭＤ△ＹＰＳ仕様書ファイル名 

△ ：空白を示します。また、ＹＰＳ仕様書ファイル名はフルパス
で指定する必要があります。

　

EXSPECを終了するときは、以下の手順で終了させることができます。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。

②プルダウンメニュー内の「SIMPLIA/PF-EXSPECの終了(X)」を選択します。 

③終了確認のための「終了」ダイアログボックスがオープンされます。 



 

④「変更を保管する」のチェックボックスでチェックマークを選択にすると、終了時に次の
情報が保管されます 

    ●ドキュメント情報 

－ドキュメント管理識別、キーワード（システム名、サブシステム名、ジョブ
名、プログラム名）、著作権表示 

    ●開発環境情報 

－YPS開発資産の格納場所 

－動作設定 

⑤「ＯＫ」ボタンを選択すると終了します 

⑥「キャンセル」ボタンを選択すると終了せずに「メインウインドウ」に戻ります。 



環境ファイルの設定方法

EXSPECは、YPS開発資源から情報を抽出し、ドキュメントを作成するための環境をあらかじ
め登録しておかなければなりません。この登録内容は、環境ファイル(拡張子が「DCE」)と
して指定されたフォルダに作成されます。環境ファイルには、以下の内容を登録します。 

●資産の格納場所 

YPS仕様書フォルダ YPS仕様書が格納されているフォルダ

インクルード仕様書フォルダ YPSインクルード句が格納されているフォルダ

コピー句フォルダ COBOL コピー句が格納されているフォルダ

ドキュメント保管フォルダ 作成したドキュメントを保管するファイルの格納
フォルダ

エラーファイル出力フォルダ エラーファイルが出力されるフォルダ

　 

●資産の拡張子 

YPS仕様書及びインクルード仕
様書の拡張子

YPS仕様書及びYPSインクルード仕様書の拡張子

コピー句の拡張子 COBOLコピー句の拡張子

　 

●ＹＰＳ図記号の表示モード 

日本語 ＹＰＳ仕様書を日本語図記号で表示

英語 ＹＰＳ仕様書を英語図記号で表示

  

これらの設定手順を以下に示します。

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「環境(K)」を選択します。 

②「環境設定」ダイアログボックスがオープンされます。 

③「資産環境」プロパティシートの入力を行います。 



 

YPSインクルード仕様書フォルダ、コピー句フォルダについては、複数指定が可能なので、
複数指定を行う場合は、「参照」ダイアログボックスで「追加」ボタンを押下してくださ
い。  
複数指定を行った場合、新規作成ダイアログには、入力エリアの先頭に指定したフォルダの
み表示されます。ただし、フォルダの末尾に、複数指定が行われていることを意味する
「＋」が付加されます。 



 

また、複数指定したフォルダに対して、あるフォルダのみを変更したい場合は、以下の手順
に従ってください。 

1.  「資産環境」プロパティシートのYPSインクルード仕様書フォルダまたはコピー句
フォルダの変更したいフォルダを選択します。 

2.  「参照」ボタンを押下してください。 

3.  「参照」ダイアログボックスがオープンされます。 

4.  変更したい目的のフォルダを選択します。 

5.  「更新」ボタンを押下してください。 

④「動作環境」プロパティシートの入力を行います。 



 

「ドキュメント情報」プロパティシートの設定は、ドキュメント情報の設定方法を参照して

ください。 

⑤「ＯＫ」ボタンを押下し、設定した内容を環境ファイルに登録します。設定した内容を環
境ファイルに反映したくない場合は、「キャンセル」ボタンを押下します。 

※環境ファイルは、EXSPEC起動時に自動的に読み込まれます。［ファイル］メニューの「開
く」から、「ドキュメンタ環境ファイル」を選択することで、現在使用している環境ファイ
ルの格納先が確認できます。 



ドキュメントの表示方法

ドキュメントの表示手順を以下に示します。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

②プルダウンメニュー内の「新規作成.(N)」を選択します。「新規作成」の選択には、以下の
２つのメニュー項目があるので処理したい方を選択します。 

－モジュール設計書 

－YPS仕様書 

③「新規作成」ダイアログボックスがオープンされます。 

以下に「新規作成(モジュール設計書)」ダイアログボックスを示します。 

 

以下に「新規作成(YPS仕様書)」ダイアログボックスを示します。 



 

④ＹＰＳ仕様書フォルダから、ドキュメントを作成したいYPS開発資源を選択します。 

⑤モジュール設計書出力の場合のみ、YPS開発資源を選択すると「解析オプション」ボタンが
選択可能になります。ただし、複数のYPS開発資源を選択した場合、「解析オプション」ボタ
ンは選択不可能になります。 

●注意事項 

解析オプションとは、セクション構造図を出力する場合にのみ必要な機能です。
セクション構造図を出力するにはYPS翻訳が行われますが、その際に必要な翻訳オ
プションファイルを生成する機能です。YPS翻訳が正常に行うことができる環境が
事前に整っていれば、解析オプションを選択する必要はありせん。以下に「解析
オプション」ダイアログボックスを示します。 



 

⑥「ドキュメント出力」ダイアログボックスがオープンされます。 

以下に「ドキュメント出力(モジュール設計書)」ダイアログボックスを示します。 

 

以下に「ドキュメント出力(YPS仕様書)」ダイアログボックスを示します。 

 

⑦表示したいドキュメントに対するチェックボックスを選択します。 

⑧指定が完了した後、「画面表示」ボタンを押下します。指定した内容を取り消したい場合
は、「キャンセル」ボタンを押下します。 



⑨解析が始まると同時に「処理中」ダイアログボックスが表示されます。解析を途中で中断し
たい場合は、「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

⑩選択したYPS開発資源全てに対しての解析が終了すると、「メインウインドウ」にドキュメ
ントが表示されます。表示開始時点のドキュメントの大きさは「標準」です。ドキュメントの
大きさを変更する場合は、メニューバーの「表示(V)」を選択し、変更したい大きさのメ

ニュー項目を選択します。大きさとしては以下のものがあります。 

－拡大 ：標準の２倍の大きさ 

－標準 ：初期表示の大きさ 

－レイアウト ：標準の1/4 大きさ 

⑪ページが複数ページある場合は、見たいページを指定することができます。ページ指定の方
法は、メニューバーの「表示(V)」を選択し、以下に示すページ指定方法に対応するメニュー

項目を選択します。 

－前ページ 

現在表示している前のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋

「PageUp」キーに対応します。 

－次ページ 

現在表示している次のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋

「PageDown」キーに対応します。 

－ページ指定 

ページ指定を、「ページ指定」ダイアログボックスから行います。ショートカットキーは、

「Ｆ４」キーに対応します。 



 

－先頭ページ 

先頭のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋「HOME」キーに対

応します。 

－最終ページ 

最終のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋「END」キーに対

応します。 



ドキュメントの印刷方法

ドキュメントの印刷方法には、通常印刷とドキュメント表示連携印刷の２通りがあります。

印刷指示が発生した場合に、以下に示す「印刷」ダイアログボックスがオープンされるの
で、印刷部数と印刷開始ページ及び印刷終了ページを指定します。 

 



作成ドキュメントの保管

作成されたドキュメントを保管する方法は、２通りあります。 

－ 通常保管 

－ ドキュメント表示連携保管 



保管ドキュメントからの表示

保管された保管帳票ファイルからドキュメントを表示する手順を以下に示します。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

②プルダウンメニュー内の「開く(O)」を選択し、ポップアップメニューから「保管帳票ファイル
(H)...」を選択します。 

③「開く」ダイアログボックスがオープンされるので、格納先のフォルダと保管帳票ファイル名を指定
し、「画面表示」ボタンを押下します。ドキュメントを表示しない場合は、「キャンセル」ボタンを押
下します。 

 



保管ドキュメントからの印刷

保管された保管帳票ファイルからドキュメントを印刷する手順を以下に示します。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

②プルダウンメニュー内の「開く(O)」を選択し、ポップアップメニューから「保管帳票
ファイル(H)...」を選択します。 

③「開く」ダイアログボックスがオープンされるので、格納先のフォルダと保管帳票ファイ
ル名を指定し、「印刷」ボタンを押下します。ドキュメントを印刷しない場合は、「キャン
セル」ボタンを押下します。 

④「印刷」ダイアログボックスがオープンされるので、印刷部数、印刷開始ページ及び印刷
最終ページを指定し、「ＯＫ」ボタンを押下します。 

 



保管ドキュメントの削除

保管された保管帳票ファイルを削除する手順を以下に示します。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

②プルダウンメニュー内の「削除(D)...」を選択します。 

③「削除」ダイアログボックスがオープンされるので、該当のフォルダと保管帳票ファイル名を指定
し、「削除」ボタンを押下します。削除を取消したい場合は、「キャンセル」ボタンを押下します。 

 



ドキュメント情報の設定方法

EXSPECの動作時に以下の環境の設定が可能です。 

－コメントキーワードの設定 

モジュール概要定義中の、以下のキーワードが変更可能です。 

●「システム名」、「システムID」の「システム」という文字列。 

●「サブシステム名」、「サブシステムID」の「サブシステム」という文字
列。 

●「ジョブ名」、「ジョブID」の「ジョブ」という文字列。 

●「プログラム名」の「プログラム」という文字列。 

たとえば、「システム」を「業務」に変更すると、以下のようにモジュール概
要定義に記述することができます。 

「システム名 ：入出庫管理」 → 「業務名 ：入出庫管理」 

「システムID ：STM 」 → 「業務ID ：STM 」 

　

－著作権表示の設定 

YPS 仕様書中に著作権表示行が記述されていても、ここで設定された権利保有
者名が有効となります。 

これらの設定手順を以下に説明します。 

「メインウインドウ」のメニューバーから、「環境(K)」を選択します。 

②「環境設定」ダイアログボックスがオープンされます。 

③「ドキュメント情報」を選択します。 

④コメントキーワード、著作権の既定値は以下の通りです。 

●システム ：“システム”  
●サブシステム ：“サブシステム”  



●ジョブ ：“ジョブ”  
●プログラム ：“プログラム”  
●著作権 ：既定値なし  
なお、各入力フィールドに何も記述されていない場合、既定値が
採用されます。

⑤各入力フィールドに利用者が設定する値を入力します。入力可能な文字数は
以下の通りです。 

システム ：日本語１０文字  
サブシステム ：日本語１０文字  
ジョブ ：日本語１０文字  
プログラム ：日本語１０文字  
著作権 ：日本語３２文字/英数字６４文字

⑥「ＯＫ」ボタンを選択すると、設定が変更されます。 

⑦「キャンセル」ボタンを選択すると、設定は変更されません。 

以下に「環境設定」ダイアログボックスの「ドキュメント情報」を示します。 



 



プリンタの設定方法

EXSPECを使用する場合、プリンタが次のように設定されている必要があります。 

－既定値のプリンタが指定されており、そのプリンタが「活動中」になってい
ること。 

－使用するプリンタにあった、正しい給紙方法を指定すること。 

－出力したい用紙サイズ（A4)指定すること。 

上記の設定のうち、既定値のプリンタ設定以外は、EXSPECで以下の手順で設定することがで
きます。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

②プルダウンメニュー内の「プリンタ設定(S)...」を選択します。 

③「プリンタ設定」ダイアログボックスがオープンされます。 

④登録されているプリンタの一覧から、目的のプリンタを選択します。 

⑤「プロパティ(P)...」ボタンを選択すると、プリンタの各種設定ができます。 

⑥「ＯＫ」ボタンを選択すると、プリンタが選択されます。 

⑦「キャンセル」ボタンを選択すると、設定は変更されません。 

　

　

「プリンタ設定」ダイアログボックスを示します。 



 



サンプルでの動作確認方法(通常使用)

製品に付随するサンプルは、インストール後の動作確認用に使用してください。 

以下に、サンプルで動作確認を行う場合の手順を示します。 

①「SIMPLIA PF-EXSPEC V5」配下の「SIMPLIA PF-EXSPEC」を選択し、実行してください。 

環境設定ダイアログボックスが表示されますので、③以降の作業を行ってください。環境設定ダイアログボックス
が表示されない場合は、メニューの「環境」から環境設定を選択してください。 

※導入後、初めての起動やドキュメンタ環境ファイルを保存したことが無い場合は、EXSPEC起動時に、環境設定ダ
イアログボックスが表示されますので、メニューからの操作は必要ありません。 

 

②環境設定ダイアログボックス（資産環境）が表示されます。 

 

③ＹＰＳ仕様書フォルダ、インクルード仕様書フォルダ、コピー句フォルダを指定するために「参照」ボタンを押下し、「フォ



ルダの参照」ダイアログボックスを表示してください。 

 

④EXSPECのサンプルがインストールされているフォルダを選択し、「更新」ボタンを押下してください。それぞれのフォルダを
設定した後に、資産環境画面のＹＰＳ仕様書の拡張子には「yac」、ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ仕様書には「ycb」、ｺﾋﾟｰ句には「cbl」をそれぞれ
指定してください。 

⑤次に動作環境の設定を行います。 

環境設定ダイアログボックスのタブにより、動作環境を選択してください。 
「参照」ボタンを押下し、「フォルダの参照」ダイアログボックスよりドキュメント保管フォルダ、エラーファイ
ル出力フォルダを設定してください。その他、ＹＰＳ図記号、及びドキュメント情報については、動作確認時は変
更する必要はありません。 

 

⑥全てのフォルダの指定が完了したら、環境設定ダイアログボックスの「ＯＫ」ボタンを押下してください。 

⑦モジュール設計書を表示します。 



　「メインウインドウ」のメニューバーから「ファイル(F)」を選択し、プルダウンメニュー内の「新規作成

(Ｎ)」配下の「ﾓｼﾞｭｰﾙ設計書」を選択することにより、「新規作成（ﾓｼﾞｭｰﾙ設計書）」ダイアログボックスが表示
されます。 

 

⑧ＹＰＳ仕様書フォルダからドキュメントを作成したいＹＰＳ開発資源を選択します。 

⑨モジュール設計書出力の場合のみ、YPS開発資源を選択すると「解析オプション」ボタンが選択可能になります。ただし、複
数のYPS開発資源を選択した場合、「解析オプション」ボタンは選択不可能になります。 

注意事項 

解析オプションとは、セクション構造図を出力する場合にのみ必要な機能です。セクション構造図を出力するには
YPS翻訳が行われますが、その際に必要な翻訳オプションファイルを生成する機能です。YPS翻訳が正常に行うこと
ができる環境が事前に整っていれば、解析オプションを選択する必要はありせん。ただし、サンプルを解析する場
合は、以下の解析オプションを指定してください。 

一般

翻訳条件 ：（未設定）

引用符の扱い ：APOST

文の継続 ：空白を付加

仕様書のレベル ：旧レベル

旧レベル

環境部、データ部の並べ換え ：する

日本語名標の変換 ：する

目的言語記述内の行の扱い ：各行を一文

旧レベルと新レベルの違いの表示 ：しない

概要部の記述がない詳細部の生成 ：しない

COBOL仕様

語USINGの生成のみチェックする

プレフィックス文字列 ：JVV

COBOL言語仕様 ：COBOL85 または COBOL97

レコード長 ：251

その他

翻訳方法 ：通常翻訳

未参照情報のチェック ：チェックしない



日本語名標の再定義チェック ：しない

インクルード仕様書の拡張子 ：YCB

デバック情報の採取 ：チェック有無は任意

インクルード

確定フォルダ名 ：サンプルがインストールされているフォルダを追加する

 
上記以外の項目については、設定及び変更は不要です。

以下に「解析オプション」ダイアログボックスを示します。 

 

⑩「新規作成（ﾓｼﾞｭｰﾙ設計書）」ダイアログボックスの「OK」ボタンを押下すると、「ドキュメント出力」ダイアログボックス
が表示されます。 

以下に「ドキュメント出力(モジュール設計書)」ダイアログボックスを示します。 

 

⑪表示したいドキュメントに対するチェックボックスを選択します。 

⑫指定が完了した後、「画面表示」ボタンを押下します。指定した内容を取り消したい場合は、「キャンセル」ボタンを押下し
ます。 

⑬解析が始まると同時に「処理中」ダイアログボックスが表示されます。解析を途中で中断したい場合は、「キャンセル」ボタ
ンを押下します。 

 

⑭選択したYPS開発資源全てに対しての解析が終了すると、「メインウインドウ」にドキュメントが表示されます。表示開始時



点のドキュメントの大きさは「標準」です。ドキュメントの大きさを変更する場合は、メニューバーの「表示(V)」を選択し、

変更したい大きさのメニュー項目を選択します。大きさとしては以下のものがあります。 

－拡大 ：標準の２倍の大きさ 

－標準 ：初期表示の大きさ 

－レイアウト ：標準の1/4 大きさ 

⑮ページが複数ページある場合は、見たいページを指定することができます。ページ指定の方法は、メニューバーの「表示

(V)」を選択し、以下に示すページ指定方法に対応するメニュー項目を選択します。 

－前ページ 

現在表示している前のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋

「PageUp」キーに対応します。 

－次ページ 

現在表示している次のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋

「PageDown」キーに対応します。 

　

－ページ指定 

ページ指定を、「ページ指定」ダイアログボックスから行います。ショートカットキーは、「Ｆ４」

キーに対応します。 

　

 

－先頭ページ 

先頭のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋「HOME」キーに対応しま

す。 

　

－最終ページ 

最終のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋「END」キーに対応しま

す。 

　

⑯ＹＰＳ仕様書を表示したい場合は、「メインウインドウ」のメニューバーから「ファイル(F)」を選択し、プルダウンメ

ニュー内の「新規作成(Ｎ)」配下の「ＹＰＳ仕様書」を選択することにより、「新規作成（YPS仕様書）」ダイアログボックス
が表示されます。 



 

以降の手順はモジュール設計書を表示する場合と同様ですので、⑧から⑮の手順で行ってください。 

以上で動作確認は終了です。 



サンプルでの動作確認方法(コマンドライン使用)

製品に付随するサンプルは、インストール後の動作確認用に使用してください。 

以下に、サンプルで動作確認を行う場合の手順を示します。 

①「SIMPLIA PF-EXSPEC V5」配下の「SIMPLIA PF-EXSPEC」を選択し、実行してください。 

環境設定ダイアログボックスが表示されますので、③以降の作業を行ってください。環境設定ダイアログボックス
が表示されない場合は、メニューの「環境」から環境設定を選択してください。 

※導入後、初めての起動やドキュメンタ環境ファイルを保存したことが無い場合は、EXSPEC起動時に、環境設定ダ
イアログボックスが表示されますので、メニューからの操作は必要ありません。また、コマンドラインで使用する
場合は、EXSPEC本体を起動させ、あらかじめドキュメンタ環境ファイルを作成しておく必要があります。 

 

②環境設定ダイアログボックス（資産環境）が表示されます。 

 



③ＹＰＳ仕様書フォルダ、インクルード仕様書フォルダ、コピー句フォルダを指定するために「参照」ボタンを押下し、「フォ
ルダの参照」ダイアログボックスを表示してください。 

 

④EXSPECのサンプルがインストールされているフォルダを選択し、「更新」ボタンを押下してください。それぞれのフォルダを
設定した後に、資産環境画面のＹＰＳ仕様書の拡張子には「yac」、ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ仕様書には「ycb」、ｺﾋﾟｰ句には「cbl」をそれぞれ
指定してください。 

⑤次に動作環境の設定を行います。 

環境設定ダイアログボックスのタブにより、動作環境を選択してください。 
「参照」ボタンを押下し、「フォルダの参照」ダイアログボックスよりドキュメント保管フォルダ、エラーファイ
ル出力フォルダを設定してください。その他、ＹＰＳ図記号、及びドキュメント情報については、動作確認時は変
更する必要はありません。 

 

⑥全てのフォルダの指定が完了したら、環境設定ダイアログボックスの「ＯＫ」ボタンを押下してください。 

⑦ドキュメンタ環境ファイルの保存を行います。 



「メインウインドウ」のメニューバーから「ファイル(F)」を選択し、プルダウンメニュー内の「名前を付けて保

存(A)」配下の「ドキュメンタ環境ファイル」を選択することにより、「名前を付けて保存（ドキュメンタ環境
ファイル）」ダイアログボックスが表示されます。 

 

⑧任意のファイル名を指定し、「保存」ボタンを押下してください。 

⑨「メインウインドウ」のメニューバーから「ファイル(F)」を選択し、プルダウンメニュー内の「SIMPLIA/PF-EXSPECの終了

(X)」を選択してください。 

⑩終了確認のための「終了」ダイアログボックスが表示されます。 

 

注意事項 

コマンドライン使用時は、「変更を保管する」チェックボックスをチェックして終了してください。チェックしな
い場合、コマンドラインで動作するための環境が整わないため、動作できません。 

⑪チーム開発マネージャの環境設定で、ツールの組み込み情報を設定してください。ツールの組み込み情報については、チーム
開発マネージャのオンラインヘルプを参照してください。 

注意事項 

コマンドラインの起動情報を設定する場合は、受渡しファイル名をフルパスで渡すように設定してください。 

⑫チーム開発マネージャよりＹＰＳ開発資源を選択することにより、「ドキュメント出力」ダイアログボックス（コマンドライ
ン用）が表示されます。 



 

⑬表示したいドキュメントに対するチェックボックスを選択します。 

注意事項 

サンプルのセクション構造図を表示する場合は、YPS/COBOLの翻訳オプションにて、以下の翻訳オプションを指定
しておく必要があります。翻訳オプションが間違っている場合、セクション構造図が表示されない場合がありま
す。 

一般

翻訳条件 ：（未設定）

引用符の扱い ：APOST

文の継続 ：空白を付加

仕様書のレベル ：旧レベル

旧レベル

環境部、データ部の並べ換え ：する

日本語名標の変換 ：する

目的言語記述内の行の扱い ：各行を一文

旧レベルと新レベルの違いの表示 ：しない

概要部の記述がない詳細部の生成 ：しない

COBOL仕様

語USINGの生成のみチェックする

プレフィックス文字列 ：JVV

COBOL言語仕様 ：COBOL85 または COBOL97

レコード長 ：251

その他

翻訳方法 ：通常翻訳

未参照情報のチェック ：チェックしない

日本語名標の再定義チェック ：しない

インクルード仕様書の拡張子 ：YCB

デバック情報の採取 ：チェック有無は任意

インクルード

確定フォルダ名 ：サンプルがインストールされているフォルダを追加する

 
上記以外の項目については、設定及び変更は不要です。

  

⑭指定が完了した後、「画面表示」ボタンを押下します。指定した内容を取り消したい場合は、「キャンセル」ボタンを押下し
ます。その場合、EXSPECは無条件に終了します。 

⑮解析が始まると同時に「処理中」ダイアログボックスが表示されます。解析を途中で中断したい場合は、「キャンセル」ボタ



ンを押下します。その場合、EXSPECは無条件に終了します。 

 

⑯選択したYPS開発資源全てに対しての解析が終了したら、「メインウインドウ」にドキュメントが表示されます。表示開始時
点のドキュメントの大きさは「標準」です。ドキュメントの大きさを変更する場合は、メニューバーの「表示(V)」を選択し、

変更したい大きさのメニュー項目を選択します。大きさとしては以下のものがあります。 

－拡大 ：標準の２倍の大きさ 

－標準 ：初期表示の大きさ 

－レイアウト ：標準の1/4 大きさ 

⑰ページが複数ページある場合は、見たいページを指定することができます。ページ指定の方法は、メニューバーの「表示

(V)」を選択し、以下に示すページ指定方法に対応するメニュー項目を選択します。 

－前ページ 

現在表示している前のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋

「PageUp」キーに対応します。 

　

－次ページ 

現在表示している次のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋

「PageDown」キーに対応します。 

　

－ページ指定 

ページ指定を、「ページ指定」ダイアログボックスから行います。ショートカットキーは、「Ｆ４」

キーに対応します。 

　

 

－先頭ページ 

先頭のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋「HOME」キーに対応しま

す。 

　



－最終ページ 

最終のページを表示します。ショートカットキーは、「Ｓｈｉｆｔ」キー＋「END」キーに対応しま

す。 

　

以上で動作確認は終了です。 



[ファイル]メニュー

 

※表示したいメニューを選択してください。 

メニューコマンド 機能 

新規作成 モジュール設計書または、ＹＰＳ仕様書を新たに作成しま
す。

開く 保管帳票ファイルまたは、ドキュメンタ環境ファイルを開
きます。

名前を付けて保存 現在、表示中の保管帳票ファイルまたは、ドキュメンタ環
境ファイルを保管します。

削除 作成された保管帳票ファイルを削除します。

印刷 現在、表示中のドキュメントを印刷します。

プリンタの設定 印刷するためのプリンタを設定します。

SIMPLIA/PF-EXSPECの終了 EXSPECを終了します。

 



[表示]メニュー

 

※表示したいメニューを選択してください。 

メニューコマンド 機能 

ツールバー ツールバーを表示します。

ステイタスバー ステイタスバーを表示します。

拡大 現在、表示中のドキュメントを拡大して表示します。

標準 現在、表示中のドキュメントを縮小して表示します。

レイアウト ドキュメントをレイアウト表示します。

前ページ 現在、表示しているページの前ページを表示します。

次ページ 現在、表示しているページの次ページを表示します。 

先頭ページ 現在、表示しているドキュメントの先頭ページを表示しま
す。

最終ページ 現在、表示しているドキュメントの最終ページを表示しま
す。

ページ指定ボックス ページ指定用の画面を表示します。

　 



[環境]メニュー

 

※表示したいメニューを選択してください。 

メニューコマンド 機能 

環境設定 「環境設定」ダイアログを表示します。

  



[ヘルプ]メニュー

 

※表示したいメニューを選択してください。 

メニューコマンド 機能 

PF-EXSPEC ヘルプ オンラインマニュアルを表示します。

バージョン情報 ツールのバージョン情報を表示します。



ツールバー

ツールバー 対応するメニューコマンド 

 新規作成(モジュール設計書)

 新規作成(ＹＰＳ仕様書)

 開く(保管帳票ファイル)

 名前を付けて保存(保管帳票ファイル)

 削除

 印刷

 先頭ページ

 前ページ

 次ページ

 最終ページ

 ページ指定ボックス

 設定

 PF-EXSPEC ヘルプ

　



ショートカットキー

キー操作 対応するメニューコマンド 

[Shift]+[PageUp] 前ページ

[Shift]+[PageDown] 次ページ

[Shift]+[Home] 先頭ページ

[Shift]+[Home Clr] 同上

[Shift]+[End] 最終ページ

[Shift]+[Hlp] 同上

[F1] PF-EXSPEC ヘルプ

[F4] ページ指定ボックス

[Cntl]+[P] 印刷

　 

　 

　 



メッセージの見方

各ドキュメントを出力する際に発生するメッセージについて説明します。通常のメッセージ
は画面上にメッセージボックスとして出力されます。ただし、解析処理で発生したエラーに
ついては環境設定プロパティシートのエラーファイル出力フォルダで指定したフォルダに
ERIEXS.TXTというファイル名でエラーファイルが生成されます。

EXSPECの実行時に出力されるメッセージの説明をします。  
 
 
－メッセージの説明形式  
 
 
日本語詳細メッセージ 

［メッセージの意味］ 出力されたメッセージの詳細を示します。

［利用者の処置］ 利用者が行うべき対処方法を示します。

[メッセージ区分] 出力されたメッセージの区分を示します。

　 

メッセージの区分には以下のものがあります。  
 
Ｉ：通知レベルのメッセージ。  
Ｗ：軽度レベルのメッセージ。  
Ｅ：中程度レベルのメッセージ。  
Ｓ：重度レベルのメッセージ。  
Ｕ：警告レベルのメッセージ。  



診断メッセージ(通常使用)

インクルード仕様書のアクセス中に入出力エラーが発生しました。インクルード仕様書名
＝＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

インクルード仕様書の読み込みに失敗しました。＊＊＊＊＊＊＊＊はエラーが発生
したインクルード仕様書名を示します。

［利用者の処置］

ファイルが破壊されていないか、またはドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

 

印刷部数の指定に誤りがあります。

［メッセージの意味］

１以上の数字が入力されていません。

［利用者の処置］

１以上の数字を入力してください。

［メッセージ区分］

Ｉ

画面情報数が９０を超えています。

［メッセージの意味］

ファイル情報定義及び外部画面情報定義で指定した画面情報の定義が90を超えてい
ます。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

　

コピー句のアクセス中に入出力エラーが発生しました。コピー句名＝＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

コピー句の読み込みに失敗しました。＊＊＊＊＊＊＊＊はエラーが発生したコピー
句名を示します。

［利用者の処置］

ファイルが破壊されていないか、またはドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］



Ｕ

　

再帰呼出しのセクション、または内部プログラムが存在します。

［メッセージの意味］

YPS仕様書に再帰呼出しとなるセクション、または内部プログラムが存在します。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

　

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ代替語は全角文字で指定してください。

［メッセージの意味］

「ドキュメント情報設定」ダイヤログで指定したサブシステム名の代替語に半角文
字が含まれています。半角文字は指定できません。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」をクリックし、全角文字で指定してください。

［メッセージ区分］

Ｉ

　

ｼｽﾃﾑ代替語は全角文字で指定してください。

［メッセージの意味］

「ドキュメント情報設定」ダイヤログで指定したシステム名の代替語に半角文字が
含まれています。半角文字は指定できません。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」をクリックし、全角文字で指定してください。

［メッセージ区分］

Ｉ

指定された環境ﾌｧｲﾙは存在しません。環境ﾌｧｲﾙの設定を行いますか？

［メッセージの意味］

指定された環境ファイルが存在しません。

［利用者の処置］



環境ファイルの設定を行う場合は「ＯＫ」をクリックし、しない場合は「キャンセ
ル」をクリックしてください。

［メッセージ区分］

Ｉ

指定されたﾌｧｲﾙの拡張子が誤りです。

［メッセージの意味］

選択されたファイルの拡張子が誤っています。保管帳票ファイルの場合は、「ＫＦ
Ｆ」、環境ファイルの場合は「ＤＣＥ」を指定します。

［利用者の処置］

保管帳票ファイル名を間違えている場合は、保管帳票ファイルを選択しなおしてく
ださい。

［メッセージ区分］

Ｉ

　

指定されたﾌｧｲﾙは現在開設中です。

［メッセージの意味］

現在開設中のファイルのため、オープンできません。

［利用者の処置］

保管帳票ファイル名を間違えている場合は、保管帳票ファイルを選択しなおしてく
ださい。

［メッセージ区分］

Ｉ

　

指定されたﾌｧｲﾙは現在開設中です。削除してもよろしいですか。

［メッセージの意味］

現在開設中のファイルのため、削除できません。開設中のファイルを無効にして削
除しますか？

［利用者の処置］

開設中の保管帳票ファイルを削除したい場合は、「ＯＫ」をクリックし、削除しな
い場合は「キャンセル」をクリックしてください。

［メッセージ区分］

Ｉ

　



指定されたﾌｧｲﾙはﾌｫﾙﾀﾞ中に存在しません。

［メッセージの意味］

選択されたファイルはフォルダ中に存在しません。

［利用者の処置］

ファイル名を再入力します。ファイル名が正しい場合は、フォルダを設定しなおし
てください。

［メッセージ区分］

Ｉ

指定されたフォルダにコピー句が存在しません。コピー句名＝＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

YPS仕様書上で指定されているコピー句が、指定されたコピー句のフォルダに存在し
ません。＊＊＊＊＊＊＊＊は存在しないコピー句名を示します。

［利用者の処置］

コピー句のフォルダを正しく指定してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

　 

指定されたフォルダにインクルード仕様書が存在しません。インクルード仕様書名＝＊＊
＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

YPS仕様書上で指定されているYPSインクルード仕様書が、指定されたYPSインクルー
ド仕様書のフォルダに存在しません。＊＊＊＊＊＊＊＊は存在しないYPSインクルー
ド仕様書名を示します。

［利用者の処置］

YPSインクルード仕様書のフォルダを正しく指定してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

ｼﾞｮﾌﾞ代替語は全角文字で指定してください。

［メッセージの意味］

「ドキュメント情報設定」ダイヤログで指定したジョブ名の代替語に半角文字が含
まれています。半角文字は指定できません。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」をクリックし、全角文字で指定してください。



［メッセージ区分］

Ｉ

　

セクションまたは内部プログラムの定義のみ存在し、呼出が存在しません。ＳＥＣ＝＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

YPS仕様書に定義のみ存在し呼出がないセクション、または内部プログラムが存在し
ます。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊はセク
ション名または内部プログラム名を示します。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

　 

セクション機能概要リストにおいて出力すべき情報がありません。

［メッセージの意味］

YPS仕様書にセクション機能概要リストについてのコメントが記述されていません。

［利用者の処置］

YPS仕様書上のモジュール機能概要コメントを正しく記述し、再度実行してくださ
い。

［メッセージ区分］

Ｗ

セクションまたは内部プログラムの呼出のみ存在し、詳細定義部が存在しません。ＳＥＣ
＝＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

YPS仕様書に呼出のみ存在し詳細定義部がないセクション、または内部プログラムが
存在します。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊は
セクション名または内部プログラム名を示します。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

選択された保管帳票ﾌｧｲﾙはEXSPEC以外のものです。



［メッセージの意味］

選択された保管帳票ファイルはEXSPEC以外のものなので処理できません。

［利用者の処置］

EXSPECの保管帳票ファイルを選択してください。

［メッセージ区分］

Ｉ

ソースに記述してあるコピー句及びインクルード仕様書の合計が９９を超えています。

［メッセージの意味］

YPS仕様書上に記述してあるコピー句及び取込みが99を超えています。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

帳票情報数が９０を超えています。

［メッセージの意味］

ファイル情報定義で指定した画面情報の定義が90を超えています。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

ﾃﾞｨｽｸの容量が足りません。

［メッセージの意味］

ディスクの容量が足りません。

［利用者の処置］

不要ファイルを削除してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ保管ﾌｫﾙﾀﾞが指定されていません。ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ保管ﾌｫﾙﾀﾞの指定を行いますか？

［メッセージの意味］

ドキュメント保管フォルダが指定されていません。

［利用者の処置］

「ＯＫ」をクリックして「環境設定」ダイアログを表示するか、「キャンセル」を
クリックしてそのまま続行してください。



［メッセージ区分］

Ｕ

表示中の帳票を保存しますか？

［メッセージの意味］

他の対象資産の処理を行う前または、終了する前に表示中の帳票を保存しますか？

［利用者の処置］

保存する場合は「はい」をクリックし、保存しない場合は「いいえ」をクリックし
てください。他の対象資産の処理または終了処理を取り消す場合は、「キャンセ
ル」をクリックしてください。

［メッセージ区分］

Ｉ

ファイル数が９９を超えています。

［メッセージの意味］

ファイル情報定義及び外部ファイル情報定義で指定したファイル情報の定義が99を
超えています。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

ファイルのコピー数が１４を超えています。ファイル名＝＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

ファイル記述項に記述したコピー句及び取込みが14を超えています。＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊はYPS仕様書のファイル名を示します。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

ﾌﾟﾘﾝﾀが準備できていません。

［メッセージの意味］

プリンタが準備できていません。

［利用者の処置］

プリンタの設定が正常に行われていないか、プリンタが動作できない状態にある可
能性があるため確認してください。

［メッセージ区分］



Ｉ

ﾌﾟﾘﾝﾀ情報の取得に失敗しました。

［メッセージの意味］

プリンタの設定が正常にされていません。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」をクリックし、プリンタの設定を確認してくださ
い。

［メッセージ区分］

Ｉ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ代替語は全角文字で指定してください。

［メッセージの意味］

「ドキュメント情報設定」ダイヤログで指定したプログラム名の代替語に半角文字
が含まれています。半角文字は指定できません。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」をクリックし、全角文字で指定してください。

［メッセージ区分］

Ｉ

保管帳票ﾌｧｲﾙのｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。

［メッセージの意味］

保管帳票ファイルのオープンに失敗しました。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして、処理を終了し、ファイルが
破壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

保管帳票ﾌｧｲﾙの書き込みに失敗しました。

［メッセージの意味］

保管帳票ファイルの書き込みに失敗しました。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして、処理を終了し、ファイルが
破壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ



保管帳票ﾌｧｲﾙのｸﾛｰｽﾞに失敗しました。

［メッセージの意味］

保管帳票ファイルのクローズに失敗しました。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして、処理を終了し、ファイルが
破壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

保管帳票ﾌｧｲﾙの読み込みに失敗しました。

［メッセージの意味］

保管帳票ファイルの読み込みに失敗しました。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして、処理を終了し、ファイルが
破壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

翻訳エラーがあるため、セクション構造図が出力されません。

［メッセージの意味］

YPS翻訳で重度のエラー（Ｓレベル以上）が発生するため、セクション構造図が出力
できません。

［利用者の処置］

YPS 仕様書の重度のエラーを取り除き再度実行するか、または正しい翻訳オプショ
ンを指定してください。

［メッセージ区分］

Ｅ

　

ﾍﾟｰｼﾞ指定に誤りがあります。

［メッセージの意味］

－１から最大ページの範囲の数字が入力されていません。 

－縦と横のページの入力が範囲内でありません。

－開始ページが終了ページより大きい。

［利用者の処置］



メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして、処理を終了し、ファイルが
破壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｉ

変更履歴数が９９を超えています。

［メッセージの意味］

履歴情報定義の変更履歴の定義が99を超えています。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

ﾒﾓﾘが足りません。

［メッセージの意味］

メモリが足りません。

［利用者の処置］

メモリを増やすか、または他のウィンドウを閉じて再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

モジュール概要リストにおいてサブルーチン数が９９を超えています。

［メッセージの意味］

モジュール概要リストにおいて出力すべきサブルーチンの数が99を超えています。

［利用者の処置］

YPS仕様書を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

モジュール属性記述行が正しく記述されていません。

［メッセージの意味］

モジュール属性記述行が正しく記述されていないため解析処理でエラーが発生しま
した。

［利用者の処置］

YPS仕様書上のモジュール属性記述行を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ



履歴情報定義の変更（修正）履歴と変更（修正）内容が対になっていません。

［メッセージの意味］

履歴情報定義の変更（修正）履歴と変更（修正）内容が対になっていないため解析
でエラーが発生しました。

［利用者の処置］

YPS仕様書上の履歴情報定義を修正し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

256ﾊﾞｲﾄを超えるため入力できません。

［メッセージの意味］

コピー句フォルダﾞまたは、画面・帳票定義体のフォルダで追加項目が入力制限を超
えました。

［利用者の処置］

使用しないフォルダを削除してください。

［メッセージ区分］

Ｉ

YPS仕様書のｱｸｾｽ中に入出力ｴﾗｰが発生しました。

［メッセージの意味］

YPS仕様書ファイルの読み込みに失敗しました。

［利用者の処置］

ファイルが破壊されていないか、またはドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

ＥＸＳＰＥＣは既に起動されています。

［メッセージの意味］

PF-EXSPEC を複数起動することはできません。

［利用者の処置］

特になし。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

YPS/COBOLが正しくｲﾝｽﾄｰﾙされていません。



［メッセージの意味］

YPS/COBOL 正常にインストールされていません。以下の場合に発生する可能性があ
ります。 

－「解析オプション」でYPS翻訳オプションの設定を行う場合。

－セクション構造図を出力しようとした場合。

［利用者の処置］

YPS/COBOL 正常にインストールされているかを確認してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

＊＊＊＊＊＊を削除します。

［メッセージの意味］

保管帳票削除で選択した保管帳票ファイルを削除しますか？

［利用者の処置］

削除して良ければ「ＯＫ」をクリックし、削除しない場合は「キャンセル」をク
リックしてください。

［メッセージ区分］

Ｉ

　

＊＊＊＊＊＊このﾌｧｲﾙは既に存在します。上書きしますか？

［メッセージの意味］

選択されたファイルは既にディスク上に存在するので、そのファイルに対して上書
きしますか？

［利用者の処置］

上書きしたい場合は、「ＯＫ」をクリックし、上書きしない場合は、「キャンセ
ル」をクリックしてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

＊＊＊＊＊＊のｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。

［メッセージの意味］

＊＊＊＊＊＊のオープンに失敗しました。＊＊＊＊＊＊は失敗したファイル名を示
します。



［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして処理を終了し、ファイルが破
壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

＊＊＊＊＊＊の読み込みに失敗しました。

［メッセージの意味］

＊＊＊＊＊＊の読み込みに失敗しました。＊＊＊＊＊＊は失敗したファイル名を示
します。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして処理を終了し、ファイルが破
壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

制御線ﾚﾍﾞﾙが取得できませんでした。

［メッセージの意味］

YPS仕様書を出力中に、制御線レベルの取得ができませんでした。

［利用者の処置］

YPS仕様書の内容が正しいかどうかを、YPSエディタなどで確認してください。

［メッセージ区分］

S

YPS仕様書を出力する環境が整っていません。

［メッセージの意味］

YPS仕様書を出力する環境が整っていません。

［利用者の処置］

ＥＸＳＰＥＣをインストールしたフォルダにＤＬＬなどの必要なファイルが格納さ
れていることを確認してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

YPS仕様書を出力中、何らかのｴﾗｰが発生しました。

［メッセージの意味］

YPS仕様書を出力中に原因不明のエラーが発生しました。

［利用者の処置］



富士通の技術員（ＳＥ）に連絡してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

指定されたファイルはYPS仕様書でありません。

［メッセージの意味］

対象資産の選択で指定したファイルの中身がYPS仕様書ではありません。

［利用者の処置］

指定したファイルの中身がYPS仕様書かどうか確認し、正しいファイルを指定してく
ださい。

［メッセージ区分］

Ｓ

　

＊＊＊＊＊＊＊＊で入出力ｴﾗｰが発生しました。

［メッセージの意味］

保管帳票ファイルの削除で、何らかのエラーが発生しました。＊＊＊＊＊＊＊＊は
ファイル名またはフォルダ名を示します。

［利用者の処置］

ドキュメント保管帳票フォルダ内に作成される隠しフォルダ（_META）及びその中の
隠しファイルが破壊または削除された可能性があります。その可能性がなければ、
富士通の技術員（ＳＥ）に連絡してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

印刷中に障害が発生しました。

［メッセージの意味］

印刷中のEXSPEC内部で障害が発生しました。

［利用者の処置］

EXSPECの障害と考えられるため、富士通の技術員（ＳＥ）に連絡してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

出力すべき情報が一件もありませんでした。

［メッセージの意味］



解析で軽度または中程度のエラーが検出されたにもかかわらず出力処理を続行しよ
うとしたが、出力すべき情報が何もありませんでした。

［利用者の処置］

エラーメッセージの詳細が出力されたファイルを参照し、エラーがあっても出力し
たい場合は「はい」を、中止したい場合は「いいえ」をクリックしてください。

［メッセージ区分］

I

解析で軽度のｴﾗｰを検出しました。以下のﾌｧｲﾙを参照してください。ﾌｧｲﾙ名：＊＊＊＊＊＊
＊＊。処理を続行しますか？

［メッセージの意味］

解析で軽度のエラーが検出されました。出力処理を続行して行う処理を中止するか
選択します。

［利用者の処置］

エラーメッセージの詳細が出力されたファイルを参照し、エラーがあっても出力し
たい場合は「はい」を、中止したい場合は「いいえ」をクリックしてください。た
だし、エラーの内容によっては、ドキュメントが出力されない場合があります。

［メッセージ区分］

I

解析で中程度のｴﾗｰを検出しました。以下のﾌｧｲﾙを参照してください。ﾌｧｲﾙ名：＊＊＊＊＊
＊＊＊。処理を続行しますか？

［メッセージの意味］

解析で中程度のエラーが検出されました。出力処理を続行して行う処理を中止する
か選択します。

［利用者の処置］

エラーメッセージの詳細が出力されたファイルを参照し、エラーがあっても出力し
たい場合は「はい」を、中止したい場合は「いいえ」をクリックしてください。た
だし、エラーの内容によっては、ドキュメントが出力されない場合があります。

［メッセージ区分］

I

解析で重度のｴﾗｰを検出したため処理を中止します。以下のﾌｧｲﾙを参照してください。ﾌｧｲﾙ
名：＊＊＊＊＊＊＊＊。

［メッセージの意味］

解析で重度のエラーが検出されました。以降の処理ができないため処理を中止しま
す。

［利用者の処置］



エラーメッセージの詳細が出力されたファイルを参照し、エラーの原因を取り除い
てください。

［メッセージ区分］

I

　

翻訳ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。

［メッセージの意味］

翻訳オプションファイルのオープンに失敗しました。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして処理を終了し、ファイルが破
壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

翻訳ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの読み込みに失敗しました。

［メッセージの意味］

翻訳オプションファイルの読み込みに失敗しました。

［利用者の処置］

メッセージボックスの「ＯＫ」ボタンをクリックして処理を終了し、ファイルが破
壊されていないかまたは、ドライブに異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

ﾒｯｾｰｼﾞﾌｧｲﾙのｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。

［メッセージの意味］

メッセージファイルのオープンに失敗しました。

［利用者の処置］

レジストリエディタで「ＨＫＥＹ＿ＬＯＣＡＬ＿ＭＡＣＨＩＮＥ￥Ｓｏｆｔｗａｒ
ｅ￥Ｆｕｊｉｔｓｕ￥ＳＩＭＰＬＩＡ￥ＰＦ－ＥＸＳＰＥＣ＿３２」キーの「Ｐｒ
ｏｄｕｃｔ＿Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ」にＥＸＳＰＥＣをインストールしたフォルダ名
が設定されているかどうか確認してください。

［メッセージ区分］

Ｕ



ﾒｯｾｰｼﾞﾌｧｲﾙの読み込みに失敗しました。

［メッセージの意味］

メッセージファイルの読み込みに失敗しました。

［利用者の処置］

レジストリエディタで「ＨＫＥＹ＿ＬＯＣＡＬ＿ＭＡＣＨＩＮＥ￥Ｓｏｆｔｗａｒ
ｅ￥Ｆｕｊｉｔｓｕ￥ＳＩＭＰＬＩＡ￥ＰＦ－ＥＸＳＰＥＣ＿３２」キーの「Ｐｒ
ｏｄｕｃｔ＿Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ」にＥＸＳＰＥＣをインストールしたフォルダ名
が設定されているかどうか確認してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

ﾒｯｾｰｼﾞﾌｧｲﾙの書き込みに失敗しました。

［メッセージの意味］

メッセージファイルの書き込みに失敗しました。

［利用者の処置］

「エラーファイル出力フォルダ」で指定したドライブの容量がいっぱいでないか、
または、異常がないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

指定されたﾌｫﾙﾀﾞが存在しません。

［メッセージの意味］

指定されたフォルダが存在しません。

［利用者の処置］

指定したフォルダが存在するか、削除されていないか、または、名称変更されてい
ないか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ

指定されたﾌｫﾙﾀﾞは既に登録されています。

［メッセージの意味］

追加指定したフォルダは既に登録されています。

［利用者の処置］

参照画面で他のフォルダを選択して「追加」をクリックするか、または「キャンセ
ル」をクリックして画面を閉じてください。

［メッセージ区分］

Ｉ



　

指定されたﾌｫﾙﾀﾞに空白が含まれています。空白を含まないﾌｫﾙﾀﾞを指定してください。

［メッセージの意味］

指定されたフォルダに空白が含まれています。

［利用者の処置］

空白を含まないフォルダを指定してください。

［メッセージ区分］

Ｗ

　 

　



診断メッセージ(コマンドライン使用)

ここでは、コマンドライン使用時の初期段階に発生するメッセージのみを記載しています。
従って、資産解析等で出力される診断メッセージについては、診断メッセージ（通常使用）
を参照してください。 

指定されたﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ環境ﾌｧｲﾙは、存在しません。ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ環境ﾌｧｲﾙの設定を行ってくださ
い。

［メッセージの意味］

コマンドライン実行時は、あらかじめEXSPEC本体を起動し、ドキュメンタ環境ファ
イルを作成しておく必要があります。

［利用者の処置］

EXSPEC本体をスタートメニューより起動し、ドキュメンタ環境ファイルを作成して
ください。その後、コマンドラインで実行してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

指定されたﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ環境ﾌｧｲﾙの拡張子がDCEではありません。ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ環境ﾌｧｲﾙの設定を行っ
てください。

［メッセージの意味］

何らかの原因により、レジストリ情報に書き込まれたドキュメンタ環境ファイルの
拡張子が「DCE」ではなくなっています。

［利用者の処置］

EXSPEC本体をスタートメニューより起動し、ドキュメンタ環境ファイルを再作成し
てください。その後、コマンドラインで実行してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

指定されたYPS仕様書は存在しません。ﾌｧｲﾙ名：＊＊＊＊＊＊＊＊

［メッセージの意味］

指定されたYPS仕様書が存在しません。

［利用者の処置］

指定したフォルダが存在するか、削除されていないか、または、名称変更されてい
ないか調べてください。

［メッセージ区分］



Ｕ

　

YPS仕様書が指定されていません。

［メッセージの意味］

コマンドライン実行時のパラメタに、YPS仕様書が指定されていません。

［利用者の処置］

パラメタにYPS仕様書名をフルパスで指定し、再度実行してください。

［メッセージ区分］

Ｕ

　

＊＊＊＊＊＊＊＊はYPS仕様書ではありません。

［メッセージの意味］

＊＊＊＊＊＊＊＊はYPS仕様書ではありません。＊＊＊＊＊＊＊＊は指定されたYPS
仕様書名を示します。

［利用者の処置］

指定したYPS仕様書の拡張子が「YAC」又は「YCB」になっているか調べてください。

［メッセージ区分］

Ｕ



ドキュメント出力項目の情報取得元マトリクス

EXSPECで出力を行うドキュメントに出力される項目の、情報取得元マトリクスを次に示します。 

 



注意事項

EXSPECを使用するにあたっての注意事項を以下に示します。 

－YPS/COBOLが正しくインストールされていなければなりません。 



制限事項

EXSPECを使用するにあたっての制限事項を以下に示します。 

● 対象言語について 

YPS/COBOLのみを対象とし、YPS/C はサポートしません。 

●YPS仕様書における記述について 

－モジュール本体に複数のプログラム単位あるいは、二次入口が存在するYPS
仕様書を入力対象とした場合、出力結果は保証されません。 

－EXSPECで出力されるドキュメントは、EXSPEC用のコメント及びYPS仕様書中
に記述されている標準的な日本語名標や構文を解析して情報を取得していま
す。そのため、一定の規則に沿ってYPS仕様書が記述されている必要がありま
す。EXSPEC用のコメントの記述についてはコメント記述規約を、YPS仕様書の
記述についてはYPS仕様書記述規約を参照してください。それぞれの規約を遵
守していないYPS仕様書については、出力結果は保証されません。 

－YPS/COBOL コンパイラで重度のエラー（Ｓレベル以上）が発生するYPS仕様
書を入力対象とした場合、出力結果は保証されません。 

－文字列リテラル内に☆を記述する場合には、次の制限があります。 

  １文内に出現するリテラルは２つで、同じ文字でなければなりません。 

  全角・半角の混在及び単（’）複（”）の混在は許されません。 

－EXSPECで解析できるYPS仕様書の１行に記述できる最大文字数は、YPSエディ
タで入力可能な文字数（半角文字で120桁、全角文字で60文字まで）としま
す。それを超える場合は、出力結果は保証されません。特にYPS 仕様書出力に
おいて、途中までしか出力されないことがあります。 

●UNC形式のファイル名指定について 

－ＥＸＳＰＥＣは、UNC形式のファイル名をサポートしていません。必ず、
ネットワークドライブを割り当ててから、ネットワーク上のファイルをアクセ
スするようにしてください。 

●ドキュメントの保管運用について 

－YPS仕様書については、ドキュメントの保管はできません。 



－ＥＸＳＰＥＣをコマンドラインで使用する場合は、全てのドキュメントの保
管はできません。 

●保管帳票ファイルについて 

－V03L01以前のバージョンレベルで作成した保管帳票ファイルは、表示できま
せん。また、他のSIMPLIA製品で作成した保管帳票ファイルは、表示できませ
ん。 

－ＥＸＳＰＥＣをコマンドラインで使用する場合は、ドキュメントを保管する
ことはできません。また、既存の保管帳票ファイルの表示、削除もできませ
ん。 

●ＥＸＳＰＥＣをコマンドラインで使用する場合について 

－ＥＸＳＰＥＣをコマンドラインで使用する場合、以下の機能は使用できませ
ん。 

　 「ファイル」メニュー

　 　 「新規作成(N)」

　 　 「開く(O)」配下の「保管帳票ファイル」

　 　 「名前を付けて保存(A)」配下の「保管帳票ファイル」

　 　 「削除(D)」

　 

　 「ツールバー」

　 　 新規作成（モジュール設計書）

　 　 新規作成（ＹＰＳ仕様書）

　 　 開く（保管帳票ファイル）

　 　 名前を付けて保存（保管帳票ファイル）

　 　 削除

 

－解析可能なYPS仕様書は、1ファイルのみです。複数ファイルの解析はできま
せん。

－事前にＥＸＳＰＥＣ本体を起動し、環境設定ファイルを作成しておく必要が
あります。 

－セクション構造図を出力する場合は、ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬの環境設定にて、
事前にコンパイル可能な環境を整えておく必要があります。 

－ＥＸＳＰＥＣ本体とコマンドラインは、同時に起動することはできませ
ん。 



－ＹＰＳアプリケーションバーからの起動はできません。 

●ＡＣＰＩ対応について 

－ＥＸＳＰＥＣはＡＣＰＩ(Advanced Configuration and Power Interface)に
対応していません。そのため、ＥＸＳＰＥＣが動作中に電源休止状態となった
場合、復旧後の動作は保証できません。 

　

●使用可能なパスの長さについて 

－ＥＸＳＰＥＣは、使用できるパス名の長さに制限があります。以下に指定可
能なパス名の長さを記述します。各パス名の最大長を超える場合、動作は保証
されません。

　 パス名 パス名の最大長

　 YPS仕様書フォルダ 　　200バイト

　
インクルード仕様書
フォルダ 

　　200バイト

コピー句フォルダ 　　200バイト

ドキュメント保管
フォルダ

　　230バイト

エラーファイル出力
フォルダ

　　230バイト

保管帳票ファイル 　　260バイト（注１）

ドキュメント保管
ファイル

　　260バイト

ＹＰＳ仕様書フォル
ダ

　　256バイト

インクルード仕様書 　　256バイト

コピー句 　　256バイト

注１）保管帳票ﾌｧｲﾙ格納先ﾌｫﾙﾀﾞには、保管帳票ﾌｧｲﾙと合わせてドキュメント
情報が格納されます。このため、保管帳票ﾌｧｲﾙ格納先ﾌｫﾙﾀﾞは230バイト以下で
なければ、作成できません。



使用ディスク容量

－作業用フォルダ 

モジュール設計書を出力する場合、YPS仕様書フォルダに十分な空き容量が必
要です。各ドキュメントの１ページ単位の内訳を以下に示します。 

モジュール設計書表紙 ９KB

変更履歴一覧表 ６４KB

モジュール概要 ６０ＫＢ

セクション構造図 １５０ＫＢ

セクション機能概要 ７０ＫＢ

YPS仕様書 ２５５ＫＢ

  

※各ドキュメントを保管する場合も、ドキュメント保管フォルダに同様の空き容量が必要に
なります。 



用語集

欧文 

DD名 YPS 仕様書中の入出力節のASSIGN句で指定されたデータセッ
トを定義する名前です。

YPSインクルード仕様書 プログラムの一部が記述されたYPS仕様書。取込み表記によ
り取り込むことができます。

YPSインクルード仕様書格納
フォルダ

YPSインクルード仕様書が格納されているフォルダです。

YPS WorkBench YPSのプログラム開発にまつわる環境の統合化と管理を実現
するものです。

　 

和文 

環境ファイル YPS開発資源から情報を抽出し、ドキュメントを作成するため
の環境（資産の格納場所及び解析オプション）が登録された
ファイルです。拡張子が「ＤＣＥ」として作成されます。

キーワード コメント中で、抽出しようとする情報の直前に記述されている
日本語のことです。

コピー句 データ項目の集まりである。COBOLでいう登録集原文のことで
す。

コピー句格納フォルダ コピー句が格納されているフォルダ。

コメント 注釈。

コメント規約 EXSPECの各帳票を出力するためにコメント行作成上で決められ
た規約。

作成情報 以下の情報を指します。 

－モジュール名称 

－モジュールID 

－作成者名 

－動作形態 

－作成日付

保管帳票ファイル 作成されたドキュメントが保管されるファイル。拡張子が
「KFF」として作成されます。

通常印刷 作成されたドキュメントを画面に表示しないで、直接プリンタ
に印刷することです。

通常保管 YPS開発資源から抽出を行い、その抽出結果を保管帳票ファイ
ルに直接格納することです。



ドキュメント表示連携印刷 画面に表示したドキュメントを印刷することです。

ドキュメント表示連携保管 画面に表示したドキュメントを保管することです。

バージョンレベル ソフトウエアの改版または改定回数を示します。

メモリテーブル YPS仕様書中のコメント行及び実行行から解析し、抽出された
情報を格納しているハードディスクのメモリ上に確保される
テーブルのことです。

呼出条件 YPS仕様書中で、１つの節またはサブルーチンを実行するため
に必要な条件のことです。

予約語 YPS仕様書中のコメント記述中で意味をもった言葉のことで
す。

履歴情報 以下の情報を指します。 

－版数 

－変更日付 

－変更者 

－変更内容

レジストリ EXSPECを実行するための情報を保存しているシステム領域のこ
とです。
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プログラム呼出し図記号 

 



出力項目　：　作成日 

出力形式 説明 

YYYY.MM.DD システム日付を出力します。 



出力項目　：　作成時刻 

出力形式 説明 

HH:MM:SS システム時刻を出力します。 



出力項目　：　担当 

出力形式 説明 

6文字全角 モジュール属性記述行（YPS仕様書）に記述されている作成者を出力します。 



出力項目　：　ページ 

出力形式 説明 

1番からの連番 処理対象モジュール単位でドキュメントの先頭より出力します。(半角ゼロ
サプレス) 



出力項目　：　システム名表題 

出力形式 説明 

12文字全角 「ドキュメント情報設定」ダイアログボックスよりコメントキーワード（「シ
ステム名」）を設定することにより、コメントキーワードの変更が可能です。キーワードが
変更された場合、モジュール概要定義（コメント）の該当キーワードのコメントからそれぞ
れ出力します。 



出力項目　：　サブシステム名表題 

出力形式 説明 

12文字全角 「ドキュメント情報設定」ダイアログボックスよりコメント名表題キーワード
（「サブシステム名」）を設定することにより、コメントキーワードの変更が可能です。
キーワードが変更された場合、モジュール概要定義（コメント）の該当キーワードのコメン
トからそれぞれ出力します。 



出力項目　：　ジョブ名表題 

出力形式 説明 

12文字全角 「ドキュメント情報設定」ダイアログボックスよりコメントキーワード
（「ジョブ名」）を設定することにより、コメントキーワードの変更が可能です。キーワー
ドが変更された場合、モジュール概要定義（コメント）の該当キーワードのコメントからそ
れぞれ出力します。 



出力項目　：　システム名 

出力形式 説明 

15文字全角 モジュール概要定義のシステム名（コメント）を出力します。 



出力項目　：　サブシステム名 

出力形式 説明 

15文字全角 モジュール概要定義のサブシステム名（コメント）を出力します。 



出力項目　：　ジョブ名 

出力形式 説明 

15文字全角 モジュール概要定義のジョブ名（コメント）を出力します。 



出力項目　：　プログラム名 

出力形式 説明 

15文字全角 モジュール概要定義のプログラム名（コメント）を出力します。モジュール概
要定義のプログラム名（コメント）が省略され、プログラムIDが日本語名標宣言機能を使用
して記述されていた場合、日本語で記述された文字列を出力します。 



出力項目　：　システムID 

出力形式 説明 

8文字全角 モジュール概要定義のシステムID（コメント）を出力します。 



出力項目　：　サブシステムID 

出力形式 説明 

8文字全角 モジュール概要定義のサブシステムID（コメント）を出力します。 



出力項目　：　ジョブID 

出力形式 説明 

8文字全角 モジュール概要定義のジョブID（コメント）を出力します。 



出力項目　：　プログラムID 

出力形式 説明 

8文字全角 プログラム開始図記号に記述されたプログラムIDを出力します。プログラム開始
図記号に記述されたプログラムIDを日本語名標宣言機能を使用して記述されていた場合、
COBOLの文字列を出力します。 



出力項目　：　版数 

説明 

履歴情報定義（コメント）が２つ以内の場合、１行目については、無条件に「初版」と出力
します。２行目以降については、履歴情報定義の版数（コメント）を２文字の全角で出力し
ます。履歴情報定義（コメント）が３つ以上の場合、履歴情報定義（コメント）の最新のも
のから３つの版数を２文字の全角で出力します。 



出力項目　：　変更日付 

説明 

履歴情報定義（コメント）が２つ以内の場合、１行目については、モジュール属性記述行
（YPS仕様書）に記述されている作成日付を‘．’で区切って半角で出力します。２行目以
降については、履歴情報定義の変更日付（コメント）を‘．’で区切って半角で出力します
（出力形式：YYYY.MM.DD）。履歴情報定義（コメント）が３つ以上の場合、履歴情報定義
（コメント）の最新のものから３つの変更日付を‘．’で区切って半角で出力します。 



出力項目　：　変更者 

説明 

履歴情報定義（コメント）が２つ以内の場合、１行目については、モジュール属性記述行
（YPS仕様書）に記述されている作成者を６文字の全角で出力します。２行目以降について
は、履歴情報定義の変更者（コメント）を６文字の全角で出力します。履歴情報定義（コメ
ント）が３つ以上の場合、履歴情報定義（コメント）の最新のものから３つの変更者を６文
字の全角で出力します。 



出力項目　：　変更内容 

説明 

履歴情報定義（コメント）が２つ以内の場合、１行目については空白を出力します。２行目
以降については、履歴情報定義の変更内容（25文字×３行）［コメント］を、先頭から44文
字編集して全角で出力します。履歴情報定義（コメント）が３つ以上の場合、履歴情報定義
（コメント）の最新のものから３つの変更内容（25文字×３行）を、それぞれ先頭から44文
字編集して全角で出力します。 



出力項目　：　著作権表示 

説明 

YPS仕様書中に著作権表示がある場合、著作権表示行の権利保有者名を32文字の全角、また
は64文字の半角で出力します。「ドキュメント情報設定」ダイアログボックスで、権利保有
者名を設定した場合は、設定した権利保有者名を32文字の全角、または64文字の半角で出力
します。 



出力項目　：　プログラム名表題 

出力形式 説明 

12文字全角 「ドキュメント情報設定」ダイアログボックスよりコメント名表題キーワード
（「プログラム名」）を設定することにより、コメントキーワードの変更が可能です。キー
ワードが変更された場合、モジュール概要定義（コメント）の該当キーワードのコメントか
らそれぞれ出力します。 



出力項目　：　ドキュメントタイトル 

説明 

各種ドキュメントのタイトル。 



出力項目　：　版数 

説明 

１行目については、無条件に「初版」と出力します。２行目以降については、履歴情報定義
の版数（コメント）を２文字の全角で出力します。 



出力項目　：　変更日付 

説明 

１行目については、モジュール属性記述行（YPS仕様書）または、「初版」が定義される履
歴情報定義行（YPS仕様書）に記述されている作成日付をXXXX年XX月XX日と編集して出力し
ます。２行目以降については、履歴情報定義の変更日付（コメント）をXXXX年XX月XX日と編
集して出力します。 



出力項目　：　変更者 

説明 

１行目については、モジュール属性記述行（YPS 仕様書）または、「初版」が定義される履
歴情報定義行（YPS仕様書）に記述されている作成者を６文字の全角で出力します。２行目
以降については、履歴情報定義の変更者（コメント）を６文字の全角で出力します。 



出力項目　：　変更内容 

説明 

１行目については無条件に空白を出力します。２行目以降については、履歴情報定義の変更
内容(25文字×3行のコメント）を２行（１行目：39文字、２行目：36文字）に編集して、75
文字の全角で出力します。 



出力項目　：　概要 

説明 

モジュール概要定義の機能概要（30文字×３行）［コメント］を30文字×３行で出力しま
す。 



出力項目　：　動作形態 

説明 

モジュール概要定義の動作形態（コメント）を10文字の全角で出力します。 



出力項目　：　処理サイクル 

説明 

モジュール概要定義の処理サイクル（コメント）を５文字の全角で出力します。 



出力項目　：　サブスキーマ 

説明 

YPS仕様書のシステム環境宣言(YPS記述)内に定義されているサブスキーマ名を８文字の半角
で出力します。 



[ブロックダイヤグラムの図形] 

ブロックダイヤグラム内の図形は、媒体を作画しています。コメント定義方法をと作画され
る図形の関係を以下に示します。 

作画される図形 コメント定義方法 

 媒体にDASD又は空白が設定された場合 

 媒体にTAPE、MT、CMTが設定された場合 

 媒体にLIST、LPが設定さらた場合 

 媒体にCARDが設定された場合 

 媒体にDISPが設定された場合 

[図形の出力位置] 

ブロックダイヤグラム内の各装置は、入出力区分及び媒体により、出力位置が変わります。
以下に出力位置の関係を示します。 

入出力区分　：　IN 

媒体 図形の出力位置 



DASD ブロックダイヤグラムの上側 

TAPE ブロックダイヤグラムの上側 

MT 同上 

CMT 同上 

CARD ブロックダイヤグラムの上側 

DISP ブロックダイヤグラムの左側 

入出力区分　：　OUT 

媒体 図形の出力位置 

DASD ブロックダイヤグラムの下側 

TAPE ブロックダイヤグラムの下側 

MT 同上 

CMT 同上 

LIST ブロックダイヤグラムの下側 

LP 同上 

DISP ブロックダイヤグラムの左側 

入出力区分　：　I-O 

媒体 図形の出力位置 

DASD ブロックダイヤグラムの右側 

DISP ブロックダイヤグラムの左側 



入出力区分　：　EX 

媒体 図形の出力位置 

DASD ブロックダイヤグラムの下側 

TAPE ブロックダイヤグラムの下側 

MT 同上 

CMT 同上 

LIST ブロックダイヤグラムの下側 

LP 同上 

[DD名] 

同一入出力区分及び媒体毎に７個までアクセス名が８文字の全角で出力されます。アクセス
名が８個以上存在した場合は、出力されているアクセス名も含め、計ｎｎ個と出力されま
す。 



出力項目　：　プログラムID 

説明 

プログラム開始図記号に記述されたプログラムIDを８文字の全角で出力します。 

プログラム開始図記号に記述されたプログラムIDを日本語名標宣言機能を使用して記述され
ていた場合、COBOLの文字列を８文字の全角で出力します。 

出力項目　：　プログラム名 

説明 

― 

モジュール概要定義のプログラム名（コメント）を15文字の全角で出力します。 

モジュール概要定義のプログラム名（コメント）が省略され、プログラムIDが日本語名標宣
言機能を使用して記述されていた場合、日本語で記述された文字列を15文字の全角で出力し
ます。 



出力項目　：　ファイルNo. 

説明 

― 

YPS仕様書に出現した順番にZEROサプレスの２桁で出力します。 



出力項目　：　ファイル名 

説明 

YPS仕様書内でFD文またはSD文・SELECT文に記述されているファイル名を30文字の全角で出
力します。 

外部ファイル情報定義のファイル名（コメント）を30文字の全角で出力します。 

ファイル名が16文字以上記述されていた場合、２行に分けて出力します。 

RDB2情報定義のスキーマ名（コメント）を15文字の全角で上段に出力します。 

RDB2情報定義の表名（コメント）を15文字の全角で下段に出力します。 

ファイル名が６個以上存在する場合は、ファイル情報の５行目に‘継続’が出力され以降の
情報はモジュール概要（補助シート１）に出力されます。 



出力項目　：　アクセス名 

説明 

― 

YPS仕様書内でSELECT文に記述されているアクセス名を12文字の半角で出力します。 

外部ファイル情報定義のアクセス名（コメント）を12文字の半角で出力します。 



出力項目　：　入出力区分 

説明 

― 

以下の順序で出力される内容(‘IN’・‘OUT’・‘I-O’・‘EX’)が設定されます。 

－YPS仕様書内でOPEN命令に記述されているオープンモードをもとに上記内容を出力しま
す。 

－外部ファイル情報定義の入出力区分（コメント）をもとに上記内容を出力します。 

－RDB2情報定義の区分（コメント）をもとに上記内容を出力します。 

但し、上記出力内容のうち‘EX’は除きます。 



出力項目　：　アクセス方式 

説明 

YPS仕様書のSELECT文に記述されているアクセスモードをもとに「順」「乱」「動」の何れ
かを出力します。アクセスモードが省略された場合は、「順」を出力します。外部ファイル
情報定義のアクセスモード（コメント）をもとに「順」「乱」「動」の何れかを出力しま
す。 



出力項目　：　媒体 

説明 

ファイル情報定義の媒体（コメント）を４文字の半角で出力します。 

外部ファイル情報定義の媒体（コメント）を４文字の半角で出力します。 

ＲＤＢ２情報定義の場合、「DASD」を出力します。 



出力項目　：　ファイル編成 

説明 

－ファイル情報定義の編成（コメント）を４文字の半角で出力します。 

－外部ファイル情報定義の編成（コメント）を４文字の半角で出力します。 

－RDB2情報定義の場合、「RDB」を出力します。 



出力項目　：　レコード形式 

説明 

ファイル情報定義の形式（コメント）を４文字の半角で出力します。 

外部ファイル情報定義の形式（コメント）を４文字の半角で出力します。 



出力項目　：　レコード長 

説明 

ファイル情報定義のレコード長（コメント）を５文字の半角で出力します。 

外部ファイル情報定義のレコード長（コメント）を５文字の半角で出力します。 



出力項目　：　ブロック長 

説明 

ファイル情報定義のブロック長（コメント）を５文字の半角で出力します。 

外部ファイル情報定義のブロック長（コメント）を５文字の半角で出力します。 



出力項目　：　コピー／YPSインクルード句名 

説明 

－FD文またはSD文の下に記述されているコピー句及びYPSインクルード仕様書を出力しま
す。（コピー句及びイYPSインクルード仕様書内にファイル記述項が存在した場合も含みま
す） 

－COPY命令（COBOL記述）の直後、またはYPS標準構文‘を取り込む’の直前の文字列が日本
語名標宣言機能を使用して記述されていた場合、COBOLの文字列を８文字の半角で出力しま
す。 

－COPY命令の直後またはYPS標準構文‘を取り込む’の直前の文字列を８文字の半角で出力
します。 

－取込み図記号の直後の文字列が日本語名標宣言機能を使用して記述されていた場合、
COBOLの文字列を８文字の半角で出力します。 

－取込み図記号の直後の文字列を８文字の半角で出力します。 

－一つのファイルに対して複数のコピー句及びYPSインクルード仕様書が存在した場合、モ
ジュール概要（補助シート１）に出力されます。 



出力項目　：　画面No. 

説明 

YPS仕様書に出現した順番にZEROサプレスの２桁で出力します。 



出力項目　：　画面名称 

説明 

ファイル情報定義の区分（コメント）が‘Ｐ’と記述されていた場合、日本語名称（コメン
ト）を15文字の全角で出力します。外部ファイル情報定義の画面名（コメント）を15文字の
全角で出力します。画面情報は、１ページに18個出力されます。18個を超える場合、３列目
の最下段に「継続」を出力します。 



出力項目　：　画面ID 

説明 

ファイル情報定義の区分（コメント）が‘Ｐ’と記述されていた場合、ID（コメント）を８
文字の半角で出力します。外部ファイル情報定義の画面ID（コメント）を８文字の半角で出
力します。 



出力項目　：　帳票No. 

説明 

YPS仕様書に出現した順番にZEROサプレスの２桁で出力します。 



出力項目　：　帳票名称 

説明 

ファイル情報定義の区分（コメント）が‘Ｏ’または‘Ｌ’と記述されていた場合、日本語
名称（コメント）を15文字の全角で出力します。帳票情報は、１ページに18個出力されま
す。18個を超える場合、３列目の最下段に「継続」を出力します。 



出力項目　：　帳票ID 

説明 

ファイル情報定義の区分（コメント）が‘Ｏ’または‘Ｌ’と記述されていた場合ID（コメ
ント）を８文字の半角で出力します。 



出力項目　：　ファイルNo 

説明 

YPS 仕様書に出現した順番にZEROサプレスの２桁で出力します。モジュール概要リストに出
力されているファイル情報でコピー句が２個以上記述されている場合、モジュール概要リス
トに出力されているファイルNo.と同じものを出力します。 



出力項目　：　ファイル名 

説明 

YPS 仕様書内でFD文またはSD文・SELECT文に記述されているファイル名を30文字の全角で出
力します。 

外部ファイル情報定義のファイル名（コメント）を30文字の全角で出力します。 

ファイル名が16文字以上記述されていた場合、２行に分けて出力します。 

ＲＤＢ２情報定義のスキーマ名（コメント）を15文字の全角で上段に出力します。 

ＲＤＢ２情報定義の表名（コメント）を15文字の全角で下段に出力します。 

ファイル情報は、１ページに20個出力される。20個を超える場合、最下段に「継続」を出力
します。 



出力項目　：　アクセス名 

説明 

YPS 仕様書内でSELECT文に記述されているアクセス名を12文字の半角で出力します。 

外部ファイル情報定義のアクセス名（コメント）を12文字の半角で出力します。 



出力項目　：　入出力区分 

説明 

以下の順序で出力される内容(‘IN’・‘OUT’・‘I-O’・‘EX’)が設定されます。 

YPS仕様書内でOPEN命令に記述されているオープンモードをもとに上記内容を出力します。 

外部ファイル情報定義の入出力区分（コメント）をもとに上記内容を出力します。 

ＲＤＢ２情報定義の区分（コメント）をもとに上記内容を出力します。ただし、上記出力内
容のうち‘EX’は除きます。 



出力項目　：　媒体 

説明 

ファイル情報定義の媒体（コメント）を４文字の半角で出力します。外部ファイル情報定義
の媒体（コメント）を４文字の半角で出力します。ＲＤＢ２情報定義の場合、「DASD」を出
力します。 



出力項目　：　ファイル編成 

説明 

ファイル情報定義の編成（コメント）を４文字の半角で出力します。外部ファイル情報定義
の編成（コメント）を４文字の半角で出力します。ＲＤＢ２情報定義の場合、「RDB」を出
力します。 



出力項目　：　レコード形式 

説明 

ファイル情報定義の形式（コメント）を４文字の半角で出力します。外部ファイル情報定義
の形式（コメント）を４文字の半角で出力します。 



出力項目　：　レコード長 

説明 

ファイル情報定義のレコード長（コメント）を５文字の半角で出力します。外部ファイル情
報定義のレコード長（コメント）を５文字の半角で出力します。 



出力項目　：　ブロック長 

説明 

ファイル情報定義のブロック長（コメント）を５文字の半角で出力します。外部ファイル情
報定義のブロック長（コメント）を５文字の半角で出力します。 



出力項目　：　コピー／YPSインクルード句名 

説明 

FD文、またはSD文の下に記述されているコピー句及びYPSインクルード仕様書を出力しま
す。（コピー句及びYPSインクルード仕様書内にファイル記述項が存在した場合も含みま
す） 

COPY命令（COBOL記述）の直後またはYPS標準構文‘を取り込む’の直前の文字列が日本語名
標宣言機能を使用して記述されていた場合、COBOLの文字列を８文字の半角で出力します。 

COPY命令の直後またはYPS標準構文‘を取り込む’の直前の文字列を８文字の半角で出力し
ます。 

取込み図記号の直後の文字列が日本語名標宣言機能を使用して記述されていた場合、COBOL
の文字列を８文字の半角で出力します。 

取込み図記号の直後の文字列を８文字の半角で出力します。 

一つのファイルに対してサポートしているコピー句及びYPSインクルード仕様書は14個まで
で、超えた場合は、無視されます。７個目までを１行に出力して、８個目から２行目に出力
されます。 



出力項目　：　継続 

説明 

モジュール概要リストに出力されているファイル情報でコピー句が２個以上記述されている
場合に、そのファイルのファイルNo.と「＊」が出力されます。 



出力項目　：　サブルーチンNo. 

説明 

YPS仕様書に出現した順番にZEROサプレスの２桁で出力します。 



出力項目　：　サブルーチン名 

説明 

サブルーチン定義のサブルーチン名（コメント）を15文字の全角で出力します。プログラム
呼出図記号内またはCALL命令（COBOL記述）の直後の文字列が日本語名標宣言機能を使用し
て記述され、かつサブルーチン定義のサブルーチン名（コメント）が記述されていなかった
場合、その文字列を15文字の全角で出力します。 

サブルーチン情報は、１ページに45個出力されます。45個を超える場合、３列目の最下段に
「継続」を出力します。 



出力項目　：　サブルーチンID 

説明 

プログラム呼出図記号またはCALL命令（COBOL記述）の直後の文字列が日本語名標宣言機能
を使用して記述されていた場合、COBOLの文字列を８文字の半角で出力します。プログラム
呼出図記号内またはCALL命令（COBOL記述)の直後の文字列を８文字の半角で出力します。 



出力項目　：　コピー／YPSインクルード句No. 

説明 

YPS仕様書に出現した順番にZEROサプレスの２桁で出力します。 



出力項目　：　コピー／YPSインクルード句の展開位置 

説明 

YPS仕様書内でコピー／YPSインクルード仕様書が定義されている位置を部(DIVISION)単位で
出力します。展開位置に出力される内容を以下に示します。 

 



出力項目　：　YPSインクルード句の展開 

説明 

展開されているメンバがYPSインクルード仕様書の場合、「＊」が出力されます。 



出力項目　：　コピー／YPSインクルード句メンバ名 

説明 

（１）YPSインクルード仕様書の場合 

取込み図記号の直後の文字列を８文字の半角で出力します。 

（２）コピー句の場合 

COPY命令（COBOL記述）の直後またはYPS標準構文‘を取り込む’の直前の文字列が日本語名
標宣言機能を使用して記述されていた場合、COBOLの文字列を８文字の半角で出力します。 

COPY命令（COBOL記述）の直後またはYPS標準構文‘を取り込む’の直前の文字列を８文字の
半角で出力します。 

（３）YPS仕様書内に記述されているコピー句及び、YPSインクルード仕様書のみが出力され
ます。 

（４）コピー／YPSインクルード情報は、１ページに30個出力されます。 

30個を超える場合、最下段に「継続」を出力します。 



出力項目　：　注釈欄 

説明 

以下の形式でコメントの内容を60文字の全角、または120文字の半角で出力します。 

（１）YPS記述の場合（但し、COPY命令（COBOL記述）または、YPS標準構文‘を取り込
む’と同一行に記述されているコメントのみ有効） 

－‘☆’記号から始まるコメントを出力します。 

－同一行に複数のコメントが記述されている場合、１つにまとめて出力します。 

複数のコメントが記述されている場合の出力形式を以下に示します。 

YPS仕様書の例 

 

モジュール概要（補助シート２）のｺﾋﾟｰ/YPSｲﾝｸﾙｰﾄﾞ句情報の出力例 

 

（２）COBOL記述の場合（但し、COPY命令（COBOL記述）と同一行に記述されているコメント
のみ有効） 

－行内注記に記述されているコメントが出力されます。 



セクション構造図の注意事項

セクション構造図の注意事項を以下に示します。 

①１ページに出力されるセクション構造図の情報は先頭のプログラムを含め、縦16階層、横
６階層まで出力されます。 

②１ページ内に収まらない場合、縦または横ページ継続記号を用いて出力します。 

③同一ページ内に複数のページ継続番号が出現する場合、横ページ継続記号は、上・下の
順、縦ページ継続記号は、左・右の順に、それぞれ１から連番をふります。以下にページ継
続番号の出力形式を示します。  



 

④セクション構造図が複数ページにわたる場合は、横継続ページが続く限り出力し、なく
なった場合１つ下のページを出力します。 

⑤出力順序の例  
次のようにページ継続する場合、1 ～7 順序で出力します。  

 

⑥ページ位置の出力形式  
ページ位置の出力はZEROサプレスの２桁で出力され、超えた場合は、ZEROから出力されま
す。  

 

⑦プログラムIDは、プログラム開始図記号に記述されている文字列がそのまま出力されま
す。 

⑧サブルーチン名の出力は、プログラム呼出図記号に記述されている文字列がそのまま出力
されます。また、CALL命令（COBOL記述）はサポートしていないのでセクション構造図に出
力されません。 

⑨節呼出し図記号で呼び出されないセクションが存在した場合は、そのセクションは単独で
出力されます。 

⑩節開始図記号及び節終了図記号で記述されたセクションしかサポートしていないので、そ
の他の記述方法で記述した場合は、セクション構造図に出力されません。 

⑪PERFORM命令（COBOL記述）はサポートしていないのでセクション構造図に出力されませ
ん。 

⑫YPSインクルード仕様書内に記述されたセクションは、セクション構造図に出力されませ
ん。 

⑬YPS仕様書内に翻訳エラー（Ｓレベル以上）があった場合はセクション構造図及び呼出条



件一覧は出力されません。 

⑭メインセクション（注）があるYPS仕様書の場合、出力形式が異なります。  
注）メインセクションとは、YPS仕様書の手続き部の直後にある呼び出されないセクション
のことです。  

 

⑮メインセクションがある場合の出力形式の違いを以下に示します。 

１）入力となるYPS仕様書にメインセクションがある場合、１ページ目にプログラムIDの
ボックスは出力されずに、メインセクションが出力されます。この時、ボックスに「＊」を
出力し、プログラムIDとの区別をします。 



２）メインセクションは呼出元の節がないが、エラーと認識しません。 



出力項目　：　プログラムID（第１階層のみ） 

説明 

プログラム開始図記号に記述されているプログラムIDを30文字の全角で出力します。（１段
目：８文字、２段目：８文字、３段目：８文字、４段目：６文字） 



出力項目　：　セクション名（第２階層以降） 

説明 

セクション名を30文字の全角で出力します。 

（１段目：８文字、２段目：８文字、３段目：８文字、４段目：６文字） 



出力項目　：　サブルーチン名（第２階層出力以降） 

説明 

サブルーチン呼出図記号に記述されているサブルーチンIDを24文字の全角でします。（１段
目：８文字、２段目：８文字、３段目：８文字）セクション構造図は、プログラム及び呼出
先セクションと共用セクションとではボックスの形が異なります。以下に各セクションに対
するボックスの形を示します。 

 



出力項目　：　呼出条件記号 

説明 

呼出条件を示します。以下にその出力方法を示します。 

 

出力項目　：　呼出条件番号 

説明 

セクション及びサブルーチンの呼出条件が出現した順に連番（注）をふり、その番号を出力
します。この番号は、呼出条件一覧にも出力し番号を対応させます。 

同一の呼出条件が既に出現している場合、呼出条件番号には前回出現したとき設定した呼出
条件番号を用います。 

この番号は、ZEROサプレスの３桁で出力され、超えた場合はZEROから出力されます。注）こ
れを呼出条件番号といいます。 

ＹＰＳ仕様書 

 

セクション構造図 



 

呼出条件一覧 

 

出力項目　：　呼出条件真偽 

説明 

セクション及びサブルーチンの呼出条件真偽を示します。その出力方法を以下に示しま
す。 

 



出力項目　：　呼出条件番号 

説明 

― 

YPS仕様書内にセクション及びサブルーチンが呼び出される時の条件が出現した順に連番を
ふり、その番号をZEROサプレスの３桁で出力します。超えた場合は、ZEROから出力しま
す。 

セクション構造図の'呼出条件番号'に対応しているが、呼出条件の階層は意識していませ
ん。 



出力項目　：　呼出条件種別 

説明 

YPS仕様書内のセクション及びサブルーチンが呼び出される時の条件を４文字の全角で出力
します。呼出条件種別として出力される内容を以下に示します。 

 



出力項目　：　呼出グループNo. 

説明 

― 

ZEROサプレスの３桁で出力され、超えた場合はZEROから出力されます 

セクション及びサブルーチンの呼出条件が選択、評価または複選の場合、セクションの呼出
条件としては複数出力されますが、命令としては１つです。そこで１つの命令から発生する
複数の呼出条件を１つのグループと考え、呼出条件にグループNo.をつけて表現します。出
力例を以下に示します。 

 



出力項目　：　呼出条件内容 

説明 

― 

YPS仕様書内に記述されている呼出条件が複数行に分けて記述されている場合、その行の最
後の文字と次行の先頭の文字はつながって出力されます。（空白は入りません） 

全角で46文字、半角で92文字まで出力され、超えた場合は次行へ出力されます。但し、項目
名の途中等で改行しないように１行の最大出力文字数に近いところを空白、不等号、‘また
は’、‘かつ’、‘OR’、‘AND’ 区切ることにより、その直前までの文字列が１行に出力
されます。 

外部構文定義書に定義している文字列が呼出条件内容に存在した場合、COBOLの文字列に変
換され、前後にカッコが付与されて出力されます。出力例を以下に示します。 

 



セクション機能概要の注意事項

セクション機能概要の注意事項を以下に示します。 

－要約図記号内に以下に示す予約語またはキーワードが記述されている場合、その要約は出
力されません。 

予約語及びキーワード

－ファイル情報定義 －ファイル名 －アクセス名　

－アクセスモード －入出力区分 －サブルーチン名

－画面名 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

－ユーザ固有の利用者定義構文及び、抽象化構文内で記述されたPERFORM命令はサポートし
ていません。 

－PERFORM命令（COBOL記述）はサポートしていません。 

－ラベルを使用してセクションが記述してある場合は出力されません。 

－内部プログラム及び２次入口点（ENTRY）はサポートしていません。 

－セクション内に予約語‘セクション機能概要’、要約図記号、節呼出し図記号のいずれも
存在しない場合、セクション機能概要リストにセクション名は出力されません。 

－セクション外に要約図記号、節呼出し図記号が存在した場合、記述した前のセクションの
最後に出力されます。（シーケンス番号は前のセクションから連番で出力されます） 



知りたい個所をクリックしてください。 

 



出力項目　：　YPS仕様書の内容 

説明 

YPS仕様書の内容がYACII形式で出力されます。YPSドキュメンタと同等の機能を有するが、
継続記号は出力されません。改ページマーク'◎'が現れた時点で改ページを行います。１
ページに最大86行出力します。 



通常印刷

通常印刷とは、作成したドキュメントを画面に表示しないで、直接プリンタに印刷すること
をいいます。通常印刷は、以下の手順で行います。 

①「ドキュメントの表示方法」の①～⑦の 操作を行います。 

②「ドキュメント出力」ダイアログボックスの「印刷(P)...」ボタンを押下します。 



ドキュメント表示連携印刷

①「ドキュメントの表示方法」の①～⑧の 操作を行います。 

②「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

③プルダウンメニュー内の、「印刷(P)...」を選択します。 

④「印刷」ダイアログボックスがオープンされるので、必要な設定を行った後、「ＯＫ」ボ
タンを押下します。印刷を取消したい場合は「キャンセル」ボタンを押下します。 



通常保管

通常保管とは、YPS開発資源から抽出を行い、抽出結果を保管帳票ファイルに直接格納することをいいま
す。通常保管は、以下の手順で行います。 

①「ドキュメントの表示方法」の①～⑦の操作を行います。 

②「ドキュメント出力」ダイアログボックスの「保管(S)...」ボタンを押下します。 

③「名前を付けて保存」ダイアログボックスがオープンされるので、格納先のフォルダと保管帳票ファ
イル名を指定し、「ＯＫ」ボタンを押下します。ドキュメントを保管しない場合は、「キャンセル」ボ
タンを押下します。 

④保管帳票ファイルは、拡張子が「ＫＦＦ」として指定されたフォルダ上に作成されます。ただし、Ｙ
ＰＳ仕様書については、ドキュメントの保管はできません。 

以下に、「保管帳票」ダイアログボックスを示します。 

 



ドキュメント表示連携保管

①「ドキュメントの表示方法」の①～⑧の 操作を行います。 

②「メインウインドウ」のメニューバーから、「ファイル(F)」を選択します。 

③プルダウンメニュー内の「名前を付けて保存(A)」を選択し、ポップアップメニューから「保管帳票
ファイル（H）...」を選択します。 

④「名前を付けて保存」ダイアログボックスがオープンされるので、格納先のフォルダと保管帳票ファ
イル名を指定し、「ＯＫ」ボタンを押下します。ドキュメントを保管しない場合は、「キャンセル」ボ
タンを押下します。 

⑤保管帳票ファイルは、拡張子が「ＫＦＦ」として指定されたフォルダ上に作成されます。ただし、Ｙ
ＰＳ仕様書については、ドキュメントの保管はできません。 

以下に、「保管帳票」ダイアログボックスを示します。 

 



ＲＤＢ２情報定義

●     ＲＤＢ２情報定義注意事項 

●     ＲＤＢ２情報定義記述形式 

●     ＲＤＢ２情報定義記述例 

●     ＲＤＢ２情報定義記述位置 



YPS仕様書記述規約

●     プログラム呼出し 

●     サブスキーマ名記述項 

●     ファイル管理記述項 

●     ファイル記述項 

●     OPEN文 

●     前提条件 

●     節及び節呼出し 

●     プログラム名 

●     取込み 

●     COPY命令 



サブルーチン定義

●     サブルーチン定義記述位置 

●     サブルーチン定義記述形式 

●     サブルーチン定義記述例 

●     サブルーチン定義注意事項 



セクション機能概要定義

●     セクション機能概要定義注意事項 

●     セクション機能概要定義記述位置 

●     セクション機能概要定義記述形式 

●     セクション機能概要定義記述例 



ドキュメントの印刷方法

●     ドキュメント表示連携印刷 

●     ドキュメントの印刷方法 

●     通常印刷 



ドキュメント説明

●     モジュール設計書（表紙）出力 

●     セクション機能概要の出力形式 

●     呼出条件一覧の出力形式 

●     変更履歴一覧票出力 

●     モジュール概要(補助シート2)の出力形式 

●     セクション構造図の出力形式 

●     モジュール概要(補助シート1)の出力形式 

●     モジュール概要の出力形式 

●     YPS仕様書出力 



バージョン情報

EXSPECのバージョン情報は以下の手順で参照できます。 

①「メインウインドウ」のメニューバーから、「ヘルプ(H)」を選択します。 

②プルダウンメニュー内の「バージョン情報(A)...」を選択します。 

③バージョン情報が表示されます。 

④バージョン情報の「ＯＫ」ボタンを押下して終了すると、「メインウインドウ」に戻りま
す。 



ファイル情報定義

●     ファイル情報定義注意事項 

●     ファイル情報定義記述形式 

●     ファイル情報定義記述例 

●     ファイル情報定義記述位置 



メニュー

●     [表示]メニュー 

●     [環境]メニュー 

●     [ファイル]メニュー 

●     [ヘルプ]メニュー 



モジュール概要定義

●     モジュール概要定義注意事項 

●     モジュール概要定義記述位置 

●     モジュール概要定義記述例 

●     モジュール概要定義記述形式 



モジュール属性記述

●     モジュール属性記述形式 

●     モジュール属性記述例 

●     モジュール属性記述位置 

●     モジュール属性記述注意事項 



外部ファイル情報定義

●     外部ファイル情報定義記述例 

●     外部ファイル情報定義記述形式 

●     外部ファイル情報定義注意事項 

●     外部ファイル情報定義記述位置 



外部画面情報定義

●     外部画面情報定義記述形式 

●     外部画面情報定義注意事項 

●     外部画面情報定義記述位置 

●     外部画面情報定義記述例 



記述位置

●     セクション機能概要定義記述位置 

●     ＲＤＢ２情報定義記述位置 

●     外部ファイル情報定義記述位置 

●     モジュール概要定義記述位置 

●     履歴情報定義記述位置 

●     ファイル情報定義記述位置 

●     モジュール属性記述位置 

●     サブルーチン定義記述位置 

●     外部画面情報定義記述位置 

●     著作権表示記述位置 



記述形式

●     セクション機能概要定義記述形式 

●     外部ファイル情報定義記述形式 

●     著作権表示記述形式 

●     履歴情報定義記述形式 

●     モジュール概要定義記述形式 

●     サブルーチン定義記述形式 

●     モジュール属性記述形式 

●     ファイル情報定義記述形式 

●     ＲＤＢ２情報定義記述形式 

●     外部画面情報定義記述形式 



記述例

●     セクション機能概要定義記述例 

●     著作権表示記述例 

●     サブルーチン定義記述例 

●     ファイル情報定義記述例 

●     モジュール属性記述例 

●     モジュール概要定義記述例 

●     外部ファイル情報定義記述例 

●     履歴情報定義記述例 

●     外部画面情報定義記述例 

●     ＲＤＢ２情報定義記述例 



情報定義コメント

●     情報定義コメントのキーワード 

●     情報定義コメントの予約語 



制限事項

●     制限事項 

●     前提条件制限事項 



注意事項

●     モジュール属性記述注意事項 

●     著作権表示注意事項 

●     ファイル情報定義注意事項 

●     ＲＤＢ２情報定義注意事項 

●     外部ファイル情報定義注意事項 

●     履歴情報定義注意事項 

●     セクション機能概要定義注意事項 

●     注意事項 

●     モジュール概要定義注意事項 

●     サブルーチン定義注意事項 

●     外部画面情報定義注意事項 



著作権表示

●     著作権表示記述形式 

●     著作権表示注意事項 

●     著作権表示記述例 

●     著作権表示記述位置 



保管ドキュメントからの表示

●     通常保管 

●     保管ドキュメントからの表示 

●     ドキュメント表示連携保管 

●     保管ドキュメントからの表示 



履歴情報定義

●     履歴情報定義記述形式 

●     履歴情報定義注意事項 

●     履歴情報定義記述位置 

●     履歴情報定義記述例 



出力項目　：　シーケンス番号 

説明 

YPS仕様書の節内で、要約図記号、節呼出し図記号（‘セクション機能概要’の文字列より
も先に要約図記号、または節呼出し図記号が記述されてある場合はセクション機能概要も該
当する）が記述されてある順番にシーケンス番号が出力されます。 



出力項目　：　セクション名 

説明 

YPS仕様書の節開始図記号に記述されてある文字列をセクション名として出力します。YPS仕
様書の節開始図記号に記述されてある文字列を30文字の全角、または60文字の半角で出力し
ます。 



出力項目　：　セクション機能概要 

説明 

セクション機能概要（コメント）からセクション機能概要を出力します１行につき、60文字
の全角、または120文字の半角で出力します。 



出力項目　：　要約 

説明 

YPS様書の要約図記号で記述してある文字列を出力します。１行につき、60文字の全角、ま
たは120文字の半角で出力します。１つの要約図記号に対して最大30行まで出力します。 



出力項目　：　段階的詳細処理 

説明 

YPS仕様書の節呼出し図記号に記述されてある文字列に‘を行う’を付与して出力します。
YPS仕様書の節呼出し図記号に記述されてある文字列を55文字の全角、60文字の半角で出力
します。（‘を行う’を除きます） 
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